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第１章 調査の概要 

第１節 調査の目的 

科学技術の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するに際して、研究者数や研究

時間といった、研究活動の実態把握を行うことは極めて重要である。 
研究活動の実態把握にあたっては、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）において国際的な基

準が定められている。この中で、研究従事者数については、研究活動の規模を実際の研究

時間に即した形で国際比較できるよう、時間利用調査を行い、フルタイム（ＦＴＥ）換算

値による研究従事者数を把握する必要があるとされている。本調査は、大学等における研

究者数を国際比較可能なフルタイム換算値に補正するための係数（フルタイム（ＦＴＥ）

換算係数）を得るとともに、科学技術の振興に関する施策の企画・立案のための基礎資料

として、大学等における研究者の活動の実態を把握し、研究や教育等にかける時間の利用

実態を調査することを目的に、研究時間の実態について、ＯＥＣＤの基準に従い５年に一

度調査・分析するものである。 
また、平成 30 年６月に閣議決定された「統合イノベーション戦略」において、大学教

員の研究時間割合がＫＰＩとして設定されており、研究時間割合の推移を比較・分析し、

施策の効果等を把握するためにも、大学教員等の研究時間割合を引き続き調査する必要が

ある。このため、これまで実施してきたフルタイム換算係数を得るための最低限の調査に

加え、研究者の研究及び教育等にかける時間の利用実態をより精緻に調査・分析する。 
なお、本調査は統計法に基づく一般統計調査として行うものであり、前回の平成 25 年

調査から５年経過したことを踏まえ、今回改めて調査を実施する。 
 

 
※ フルタイム換算について 
 

例えば１日当たり８時間勤務している教員の研究活動に従事する時間が４時間であっ

た場合、フルタイムの研究者としては 0.5（４時間/８時間）人としてカウントする。 
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第２節 調査の実施方法 

1. 各大学等における調査客体数の算出 

文部科学省から貸与された「平成 29 年科学技術研究調査」（総務省統計局）の大学等の

研究者数の個別データに、文部科学省から指定された学問分野毎の抽出率を掛け、各大学

等における調査客体数を算出した。学問分野別の抽出率は、以下のとおり。 
 

表 １-１ 学問分野別の抽出率 

分野 教員 
大学院博士課程

の在籍者 
医局員 その他の研究員 

理学 1/7 1/9 - 1/4 

工学 1/17 1/24 - 1/4 

農学 1/4 1/6 - 1/1（*） 

保健 1/41 1/41 1/23 1/4 

人文・社会科学及びその他 1/39 1/29 - 1/3 

 
（*）実際の数値は 1/1.4 

 

2. 目標となる回収率の設定 

平成 25 年調査の実績値を基に、調査客体別に目標となる回収率を設定した。今回調査

で設定した回収率の目標値及び実績値は以下のとおり。 
 

表 １-２ 調査客体別の回収率の目標値及び実績値 

調査客体 
平成 25 年調査 今回調査 今回調査 

実績値 目標値 実績値（*） 

教員 67.2% 67.2% 
63.5% 

（62.6%） 

大学院博士課程の在籍者 58.3% 58.3% 
54.0% 

（53.0%） 

医局員 

47.6% 

47.6% 
36.8% 

（31.3%） 

その他の研究員 47.6% 
51.2% 

（46.6%） 

 

（*）括弧内は回答のうち、有効回答のもののみをカウントした場合の数値（有効回答率） 
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3. 調査のフレーム 

（1）統計調査の位置付け 

統計法（平成十九年五月二十三日法律第五十三号）に基づく一般統計調査 
 

（2）調査の対象 

総務省統計局が実施している「科学技術研究調査」における大学等の研究本務者のう

ち、教員、大学院博士課程の在籍者、医局員、その他の研究員を対象とする。 
 

表 １-３ 調査客体別の母集団数及び標本数 

調査客体 母集団数 標本数 

教員 192,334 人 8,571 人 

大学院博士課程の在籍者 69,919 人 3,215 人 

医局員 17,404 人 772 人 

その他の研究員 13,366 人 3,860 人 

計 293,023 人 16,418 人 

 

（注 1）母集団数は、「平成 29 年科学技術研究調査」（総務省統計局）による。 

（注 2）標本数は、調査客体別、学問分野別に指定された抽出率を母集団数に掛けて算出した。 

 

（3）標本の抽出 

大学等の事務局の協力を得て実施した。文部科学省が各大学等の調査客体毎（教員、

大学院博士課程の在籍者、医局員、その他の研究員）の人数（ヘッドカウント値）に応

じて一定間隔で設定した番号を提示、大学等の事務局で調査客体毎の名簿に連番を付与

し、提示した番号に該当する者を調査対象者として抽出するよう依頼した。 

（4）実施手順 

大学等の事務局に標本数分の調査依頼状等を送付し、事務局が抽出した調査対象者に

対し、調査依頼状等の配布を依頼した。対象者には、依頼状に記した手順に従い、専用

ウェブサイトより回答を入力するよう依頼した。 
 

（注 1）調査票は日本語版／英語版を準備した。 
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（5）調査の時期 

調査時点を原則として平成 30 年 12 月 3 日とし、同日に調査を開始し、平成 31 年 1
月 16 日までに提出された回答を集計対象とした。なお、未回答の調査対象者が在籍す

るか否かに関わらず、平成 30 年 12 月 28 日時点で全ての大学等の事務局に対して督促

状を発送した。 
 

（6）調査項目 

（a）教員 

（1）勤務先（本務）の名称 
（2）平成 30 年３月 31 日時点の勤務先（本務） 
（3）職名（本務） 
（4）雇用上の職務の範囲 
（5）本務における任期の有無 
（6）平成 29 年度の勤務における研究時間に影響を及ぼす特殊な状況 
（7）職歴 
（8）国籍 
（9）生年月 
（10）性別 
（11）最終学位 
（12）専門分野 
（13）平成 29 年度における区分別の週数及び休日数 
（14）平成 29 年度の各期間における職務を行う平均的な１日の時間数 
（15）平成 29 年度における個人又は研究代表者として得た研究資金の金額 
（16）調査実施年の前年度における競争的資金等、外部研究資金の獲得に必要な 

業務 
（17）過去３年間における論文成果 
（18）研究パフォーマンスに関する見解 

 

設問（3）~（12）は、平成 30 年 3 月 31 時点の状況を調査した。 
設問（13）~（17）は、平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日の状況を調査した。 
 

（b）大学院博士課程の在籍者 

（1）在籍大学等の名称 
（2）在籍している大学院博士課程への進学時期 
（3）生年月 
（4）国籍 
（5）性別 
（6）専門分野 
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（7）在籍大学との雇用関係 
（8）社会人経験の有無 
（9）職業の状況 
（10）貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料免除 

の状況 
（11）平成 30 年度の区分別の週数及び休日数 
（12）平成 30 年度の各期間における研究活動及び労働を行う平均的な１日の時間 
   数 

 

設問（11）~（12）は、平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日の状況を調査した。 
 

（c）医局員 

（1）勤務先（本務）の名称 
（2）平成 30 年３月 31 日時点の勤務先（本務） 
（3）研究者としての状況 
（4）平成 30 年３月 31 日に勤務している機関で医局員となった年月 
（5）本務における任期の有無 
（6）雇用形態 
（7）兼務の状況 
（8）職歴 
（9）国籍 
（10）生年月 
（11）性別 
（12）最終学位 
（13）専門分野 
（14）平成 29 年度における一週間あたりの休日数 
（15）平成 29 年度における職務を行う平均的な１日の時間数 
（16）平成 29 年度における個人又は研究代表者として得た研究資金の金額 

 
設問（3）~（13）は、平成 30 年 3 月 31 時点の状況を調査した。 
設問（14）~（16）は、平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日の状況を調査した。 
 

（d）その他の研究員 

（1）勤務先（本務）の名称 
（2）平成 30 年３月 31 日時点の勤務先（本務） 
（3）研究者としての状況 
（4）平成 30 年３月 31 日に勤務している機関でその他の研究員となった年月 
（5）本務における任期の有無 
（6）雇用形態 
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（7）兼務の状況 
（8）職歴 
（9）国籍 
（10）生年月 
（11）性別 
（12）最終学位 
（13）専門分野 
（14）平成 29 年度における一週間あたりの休日数 
（15）平成 29 年度における職務を行う平均的な１日の時間数 
（16）平成 29 年度における個人又は研究代表者として得た研究資金の金額 

 
設問（3）~（13）は、平成 30 年 3 月 31 時点の状況を調査した。 
設問（14）~（16）は、平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日の状況を調査した。 
 

4. フルタイム換算係数等の作成 

3.の調査により把握した大学等における教員、大学院博士課程の在籍者、医局員、その

他の研究員の活動実態に関する諸データに基づき、フルタイム換算係数等の統計表を作成

し、フルタイム換算係数を算出した。 
なお、統計表の作成に当たっては、学問分野別に抽出率が異なるため、学問分野別の有

効回収数（集計客体数）に応じて、全体を反映するように重み付け集計をしている。学問

分野別の重み付けのウェイト値は、以下のとおり。 
 

表 １-４ 教員の学問分野別ウェイト値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

分野
母集団

A
抽出標本数

B
回収数

C
集計客体数

D
ウェイト値

A/D

全体 192,334 8,571 5,443 5,367 -
自然科学 116,522 6,616 4,110 4,055 -
　理学 10,337 1,484 921 917 11.273
　工学 33,581 1,952 1,317 1,307 25.693
　農学 7,019 1,569 915 893 7.860
　保健 65,585 1,611 957 938 69.920
人文・社会科学及びその他 75,812 1,955 1,333 1,312 57.784
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表 １-５ 大学院博士課程の在籍者の学問分野別ウェイト値 

 
 

表 １-６ 医局員の学問分野別ウェイト値 

 
（注）医局員は対象がすべて同じ抽出率のもとに抽出されているため、実際の集計時にはウエイト集計は

実施していない。 

 

表 １-７ その他の研究員の学問分野別ウェイト値 

 
 
 
 
 
 
 
 

分野
母集団

A
抽出標本数

B
回収数

C
集計客体数

D
ウェイト値

A/D

全体 69,919 3,215 1,735 1,705 -
自然科学 51,363 2,572 1,399 1,372 -
　理学 6,013 643 360 355 16.938
　工学 15,556 643 370 363 42.854
　農学 3,696 643 349 341 10.839
　保健 26,098 643 320 313 83.380
人文・社会科学及びその他 18,556 643 336 333 55.724

分野
母集団

A
抽出標本数

B
回収数

C
集計客体数

D
ウェイト値

A/D

全体 17,404 772 284 242 -
自然科学 17,404 772 284 242 -
　理学 - - - - -
　工学 - - - - -
　農学 - - - - -
　保健 17,404 772 284 242 71.917
人文・社会科学及びその他 - - - - -

分野
母集団

A
抽出標本数

B
回収数

C
集計客体数

D
ウェイト値

A/D

全体 13,366 3,860 1,978 1,800 -
自然科学 10,741 3,088 1,642 1,498 -
　理学 2,982 772 446 414 7.203
　工学 3,295 772 431 402 8.197
　農学 1,079 772 370 318 3.393
　保健 3,385 772 395 364 9.299
人文・社会科学及びその他 2,625 772 336 302 8.692



 

8 
 

第２章 フルタイム換算係数 

本調査の目的は、我が国の大学等に所属する教員、大学院博士課程の在籍者及び医局員、

その他の研究員のフルタイム換算係数（以下、FTE 換算係数）を求めることである。OECD
の基準に従い、本調査の結果得られた研究従事率が FTE 換算係数となる。 

教員、大学院博士課程の在籍者及び医局員、その他の研究員の実数（ヘッドカウント値）

については、総務省統計局による平成 29 年科学技術研究調査結果を用いた。 
 

第１節 教員のフルタイム換算係数 

今回の調査では、教員全体において、年間の総職務従事時間に占める研究従事時間の割

合を求めると 32.9%となった。 
 

 

図 ２-１ 教員全体の総職務時間の活動内容別割合（年平均） 

 
教員全体及び学問分野別の研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイム換算値（フルタイ

ム研究者としての教員数）は、以下のとおり。 
 

表 ２-１ 大学等における教員数のフルタイム換算結果 

 
 

 
 

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 192,334 0.329 63,286
自然科学 116,522 0.345 40,187
　理学 10,337 0.493 5,097
　工学 33,581 0.382 12,820
　農学 7,019 0.399 2,798
　保健 65,585 0.298 19,519
人文・社会科学及びその他 75,812 0.301 22,849
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第２節 研究に関連する社会サービスを含めた場合の教員のフルタイム換算係数 

本調査では、近年の教員の活動の多様化を踏まえ、「社会サービスに関する活動」につ

いて、研究関連、教育関連、その他の 3 種類に分け、それぞれの従事時間を測定している。 
図２-１より教員全体については、「研究に関連する社会サービスに関する活動」の従事

割合は 5.0%であり、研究従事割合（32.9%）と合わせた従事割合は 37.9%となる。 
教員全体及び学問分野別の研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイム換算値（フルタイ

ム研究者としての教員数）は、以下のとおり。 
 

表 ２-２ 大学等における教員数のフルタイム換算結果 
（研究に関連する社会サービスに関する活動を含めた換算結果） 

 
 
 
 

 
 
 

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 192,334 0.379 72,903
自然科学 116,522 0.393 45,779
　理学 10,337 0.545 5,632
　工学 33,581 0.446 14,964
　農学 7,019 0.462 3,242
　保健 65,585 0.336 22,006
人文・社会科学及びその他 75,812 0.355 26,905
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第３節 大学院博士課程の在籍者のフルタイム換算係数 

今回の調査では、大学院博士課程の在籍者において、年間の博士課程在籍者としての活

動時間に占める研究従事時間の割合は 85.6%となった。その内訳（割合）は、「本人の論文

作成を目的とした研究活動」が 63.7%、「本人の論文作成以外を目的とした研究活動」が

21.9%である。 
 

 

図 ２-２ 大学院博士課程の在籍者の活動内容別割合（年平均） 

 
大学院博士課程の在籍者全体及び学問分野別の研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイ

ム換算値（フルタイム研究者としての大学院博士課程の在籍者数）は、以下のとおり。 
 

表 ２-３ 大学院博士課程の在籍者数のフルタイム換算結果 

 
 
 
 また本調査では、「本人の論文作成を目的とした研究活動」、「本人の論文作成以外を目的

とした研究活動」「研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動」のほか、これら

に含まれない「学外で行っている労働」時間を調査した。この「学外で行っている労働」

を含めた活動時間に占める研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイム換算値は、以下のと

おり。 
 
 
 
 

（%）

総数 63.7 21.9 14.4

0 20 40 60 80 100

本人の論文作成を目的とした研究活動 本人の論文作成以外を目的とした研究活動

研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 69,919 0.856 59,825
自然科学 51,363 0.858 44,055
　理学 6,013 0.904 5,433
　工学 15,556 0.884 13,750
　農学 3,696 0.881 3,256
　保健 26,098 0.819 21,364
人文・社会科学及びその他 18,556 0.849 15,755
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表 ２-４ 大学院博士課程の在籍者数のフルタイム換算結果 
（活動時間に学外で行っている労働を含む） 

 

 
 
 

 
 
 

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 69,919 0.709 49,597
自然科学 51,363 0.724 37,199
　理学 6,013 0.862 5,182
　工学 15,556 0.797 12,401
　農学 3,696 0.773 2,856
　保健 26,098 0.633 16,508
人文・社会科学及びその他 18,556 0.666 12,351
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第４節 医局員のフルタイム換算係数 

医局員については、教員や大学院博士課程の在籍者のように年間の活動時間の内訳を調

査せず、平均的な一週間における活動時間の内訳を調査した。 
医局員が研究に従事した比率は、平均で 14.7%。その内訳（割合）は、「本人の論文作成

を目的とした研究活動」が 10.4%、「本人の論文作成以外を目的とした研究活動」が 4.3%
である。 

 

 
 

（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ２-３ 医局員の活動時間の内訳（割合） 

 
医局員の学問分野別の研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイム換算値（フルタイム研

究者としての医局員数）は、以下のとおり。 
 

表 ２-５ 医局員数のフルタイム換算結果 

 
 

第５節 研究に関連する社会サービスを含めた場合の医局員のフルタイム換算係数 

本調査では、医局員の「社会サービスに関する活動」について、研究関連、医療関連、

教育関連、その他の 4 種類に分け、それぞれの従事時間を測定している。図２-３より「研

究に関連する社会サービスに関する活動」の従事割合は 1.7%であり、研究従事割合（14.7%）

と合わせた従事割合は 16.3%1となる。 
医局員の研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイム換算値（フルタイム研究者としての

医局員数）は、以下のとおり。 

                                                   
1
端数処理により図の数値の合計と一致しない。 

（%）

総数 10.4 4.3 72.9 4.2 1.7 1.0 5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

研究活動(本人の論文作成を目的とした研究活動)
研究活動(本人の論文作成以外を目的とした研究活動（研究補助など）)
社会サービス活動(医療関連)
社会サービス活動(教育関連)
社会サービス活動(研究関連)
社会サービス活動(その他)
その他の職務活動（学内事務等）

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 17,404 0.147 2,553
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表 ２-６ 大学等における医局員数のフルタイム換算結果 
（研究に関連する社会サービスに関する活動を含めた換算結果） 

 
 

第６節 その他の研究員のフルタイム換算係数 

その他の研究員については、医局員と同じく平均的な一週間における活動時間の内訳を

調査した。 
その他の研究員が研究に従事した比率は、平均で 70.5%、「本人の論文作成を目的とした

研究活動」が 43.8%、「本人の論文作成以外を目的とした研究活動」が 26.7%である。 
 

 

図 ２-４ その他の研究員の活動時間の内訳（割合） 

 

その他の研究員全体及び学問分野別の研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイム換算値

（フルタイム研究者としてのその他の研究員数）は、以下のとおり。 

表 ２-７ その他の研究員数のフルタイム換算結果 

 
 
 

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 17,404 0.163 2,843

（%）

総数 43.8 26.7 3.8 7.0 6.5 2.3 9.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

研究活動(本人の論文作成を目的とした研究活動)
研究活動(本人の論文作成以外を目的とした研究活動（研究補助など）)
社会サービス活動(医療関連)
社会サービス活動(教育関連)
社会サービス活動(研究関連)
社会サービス活動(その他)
その他の職務活動（学内事務等）

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 13,366 0.705 9,424
自然科学 10,741 0.739 7,934
　理学 2,982 0.837 2,497
　工学 3,295 0.761 2,508
　農学 1,079 0.757 817
　保健 3,385 0.626 2,117
人文・社会科学及びその他 2,625 0.555 1,456
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第７節 研究に関連する社会サービスを含めた場合のその他の医局員のフルタイム換

算係数 

その他研究員の「社会サービスに関する活動」についても、研究関連、医療関連、教育

関連、その他の 4 種類に分け、それぞれの従事時間を測定している。図２-４より「研究に

関連する社会サービスに関する活動」の従事割合は 6.5%であり、研究従事割合（70.5%）

と合わせた従事割合は 77.0%となる。 
その他研究員の研究従事率（FTE 換算係数）、フルタイム換算値（フルタイム研究者と

しての医局員数）は、以下のとおり。 

表 ２-８ 大学等におけるその他の研究員数のフルタイム換算結果 
（研究に関連する社会サービスに関する活動を含めた換算結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 

分野 ヘッドカウント値 FTE換算係数 フルタイム換算値

人 人

全体 13,366 0.770 10,287
自然科学 10,741 0.806 8,655
　理学 2,982 0.888 2,649
　工学 3,295 0.839 2,766
　農学 1,079 0.817 882
　保健 3,385 0.699 2,366
人文・社会科学及びその他 2,625 0.608 1,595
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第３章 統計調査の集計事項 

本章においては教員、大学院博士課程の在籍者及び医局員、その他の研究員を対象とし

たそれぞれの調査について、設問毎の集計結果を示す。 
 

第１節 教員 

第１項 回収数及び回収率 

（教員 第 1 表） 
調査対象となった 8,571 人から 5,443 件の回答を得た（回収率 63.5%）。そのうち、集計

に際しては、平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先が国内の大学等であり、かつ設問 13、14
について論理的な誤りが無いもの 1を「有効回答」とした。その結果、教員の有効回答数

は 5,367 件（有効回答率 62.6%）となり、これに基づいて以下の集計を行った。 
属性毎の有効回答率は図３-１に示すとおりとなった。属性毎の母集団数については、科

学技術研究調査の結果を用いた。 
 

（1）大学等の種類 

「高等専門学校」（76.8%）の有効回答率が最も高かった。 

（2）組織の形態 

「私立」（65.6%）の有効回答率が最も高かった。 

（3）組織の学問分野 

「家政学」（75.5%）の有効回答率が最も高かった。 
 

                                                   
1 例えば、1 週間の日数が 7 日よりも大きくなるものや 1 日の活動時間が 20 時間以上の場合等を指す。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-１ 教員の属性別有効回答率 

（%）

総数

【大学等の種類】

大学の学部

短期大学

高等専門学校

大学附置研究所

大学共同利用機関

その他

【組織の形態】

国立

公立

私立

【組織の学問分野】

人文・社会科学

文学

法学

経済学

その他の人文・社会科学

自然科学

理学

工学

農学

保健

保健-医歯薬学

保健-その他

その他

家政学

教育学

その他

62.6

61.7
72.6

76.8
64.7

61.1
64.0

60.4
59.7

65.6

66.7
72.4

64.6
66.4

63.3
61.3
61.8

67.0
56.9
58.2

55.7
67.9
67.8

75.5
68.5

62.3

0 20 40 60 80 100

保健
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第２項 研究者数 1の各種属性別の内訳 

（教員 第 1 表、第 2 表） 
調査結果から属性毎の割合は以下のとおりとなった。2（図３-２、図３-３、図３-４） 
 

（1）平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先 

平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先は、「現在と同じ」が 98.4%、「他の大学等」が 1.6%
であった。集計にあたっては、平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先が「現在と同じ」回答

者と、「他の大学等」のうち、「学校名等」「学部・学科名等」の記入内容が国内の大学

等の回答者を集計対象とした。 

（2）大学等の種類 

本調査の集計結果では、「大学の学部」（大学院を含む）が 87.3%、「短期大学」が 4.5%、

「高等専門学校」が 2.6%、「大学附置研究所」が 2.4%、「大学共同利用機関」が 0.7%、

「その他」が 2.6%であった。平成 30 年科学技術研究調査によると、母集団に対する割

合は「大学の学部」が 88.2%、「短期大学」が 4.0%、「大学附置研究所」が 2.5％、「その

他」が 5.3%となっており（「高等専門学校」「大学共同利用機関」の分類はない）、その

結果と比較して、概ね同じような割合となっている。 

（3）組織の形態 

本調査の集計結果では、「国立」が 34.9%、「公立」が 6.5%、「私立」が 58.6%であった。

なお、平成 30 年科学技術研究調査によると、「国立」が 36.1%、「公立」が 6.9%、「私立」

が 57.0%となっており、その結果と比較して、概ね同じような割合となっている。 

（4）組織の学問分野 

組織の学問分野別に見ると、「人文・社会科学及びその他」が 39.4%、「理学」が 5.4%、

「工学」が 17.5%、「農学」が 3.6%、「保健」が 34.1%となっている。 

（5）国籍 

大多数が「日本」（97.8%）国籍で「外国」（2.2%）国籍はわずかであった。平成 28 年

度学校教員統計調査では、「大学」「短期大学」「高等専門学校」の全教員に占める外国

人教員の割合は 4.1%であり、その結果と比較して、「外国」国籍がやや少ない。 

（6）性別 

本調査の集計結果では、「男性」が 74.4%、「女性」が 25.6%であった。平成 28 年度学

校教員統計調査では、「大学」「短期大学」「高等専門学校」の全教員に占める割合は、「男

性」75.4%、「女性」24.6%であり、その結果と比較して、ほぼ同じ割合となっている。 

                                                   
1 ここで言う研究者数とは、回答から得られた結果から推定した推定母集団数を指す。 
2 端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 
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（7）職名 

本調査の集計結果では、「教授」が 39.0％、「准教授」が 28.1%、「講師」が 13.2%、「助

教」が 18.1%、「助手」が 1.5%であった。平成 28 年度学校教員統計調査では、「大学」「短

期大学」「高等専門学校」の全教員に占める割合は、「教授」38.4%、「准教授」24.3%、「講

師」12.1%、「助教」21.2%、「助手」3.0%であり、その結果と比較して、「准教授」がや

や多く、「助教」がやや少ない。 

（8）年齢階層 

本調査の集計結果では、「～24 歳」0.0%、「25 歳～29 歳」1.4%、「30 歳～34 歳」6.5%、

「35 歳~39 歳」13.0%、「40 歳～44 歳」17.4%、「45 歳～49 歳」16.9%、「50 歳～54 歳」

15.1%、「55 歳～59 歳」14.4%、「60 歳～64 歳」11.3%、「65 歳～」3.9%であった。平成

28 年度学校教員統計調査では、「大学」「短期大学」「高等専門学校」の全教員に占める

割合は、「～24 歳」0.2%、「25 歳～29 歳」2.3%、「30 歳～34 歳」7.8%、「35 歳~39 歳」

12.9%、「40 歳～44 歳」15.2%、「45 歳～49 歳」14.8%、「50 歳～54 歳」13.9%、「55 歳～

59 歳」13.6%、「60 歳～64 歳」12.2%、「65 歳～」7.1%であり、その結果と比較して「65
歳～」がやや少ない。 

（9）最終学位 

「博士」（69.9%）が最も多く、次いで「修士」（15.9%）、「博士課程満期退学・単位取

得退学」（6.8%）、「学士」（6.1%）、「その他」（1.0%）、「専門職学位」（0.3%）であった。 

（10）回答者の専門分野 

回答者の専門分野は、回答者の自己申告によるものであり、所属している学部等の組

織の科学技術研究調査における学問区分と異なっている可能性があることに注意する

必要がある。 
専門分野別分を見ると、「人文・社会科学及びその他」が 38.3%、「理学」が 10.0%、「工

学」が 15.5%、「農学」が 3.8%、「保健」が 32.5%となっている。 

（11）雇用上の職務の範囲 

「教育と研究が明示的に職務に含まれる」が 93.3%、「原則として教育のみが職務」が

1.8%、「原則として研究のみが職務」が 1.5%、「教育・研究以外の特定の職務の専任」が

1.4%、「その他」が 2.0%であった。 

（12）本務における任期の有無 

「任期無し」が 75.5%、「任期有り」が 24.5%であった。 
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（13）研究時間に影響を及ぼす特殊な状況 

「学外での兼務」が 17.9%、「大学の運営に関わる特定の役職」が 11.9％、「サバティ

カル研修」が 0.9%、「病気休暇等、長期の休暇」が 0.9%、「その他の研究時間に影響を

及ぼす特殊な状況があった」が 19.1 %であった。また「特殊な状況にはなかった」は 57.7%
であり、回答としては最も多かった。 

 

（14）職歴 

職歴（複数回答可）は、「大学等（現所属）のみ」が 28.5%、「大学等のみ」が 56.2%、

「公的機関有り」が 27.2%、「非営利団体有り」が 6.1%、「企業有り」が 19.3%であった。

外国機関での勤務経験は、「大学等（外国）有り」が 11.5%、「公的機関（外国）有り」

が 2.4%、「非営利団体（外国）有り」が 0.3%、「企業（外国）有り」が 0.8%であった。 

（15）平成 29 年度に得た研究資金の金額 

平成 29 年度に得た研究資金について、「内部資金」「外部資金」「外部資金のうち競争

的資金」それぞれの有無は、「内部資金無し」が 35.5%、「内部資金有り」が 64.5%、「外

部資金無し」が 51.1%、「外部資金有り」が 48.9%、「外部資金のうち競争的資金無し」

が 57.8%、「外部資金のうち競争的資金有り」42.2%（「外部資金のうち競争的資金」の％

は全体に占める割合）であった。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-２ 研究者数（教員）の属性別内訳（1） 

（人）

総数

【平成30年3月31日時点の勤務先】

現在と同じ

他の大学等

【大学等の種類】

大学の学部

短期大学

高等専門学校

大学附置研究所

大学共同利用機関

その他

【組織の形態】

国立

公立

私立

【組織の学問分野】

人文・社会科学

文学

法学

経済学

その他の人文・社会科学

自然科学

理学

工学

農学

保健

保健-医歯薬学

保健-その他

その他

家政学

教育学

その他

【国籍】

日本

外国

【性別】

男性

女性

【職名】

教授

准教授

講師

助教

助手

【年齢階層】

～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

40歳～44歳

45歳～49歳

50歳～54歳

55歳～59歳

60歳～64歳

65歳～

192,334(100%)

189,196(98.4%)
3,138(1.6%)

167,850(87.3%)
8,598(4.5%)

4,933(2.6%)
4,614(2.4%)

1,426(0.7%)
4,913(2.6%)

67,216(34.9%)
12,455(6.5%)

112,663(58.6%)

47,383(24.6%)
13,521(7.0%)

4,738(2.5%)
13,579(7.1%)
15,544(8.1%)

116,522(60.6%)
10,337(5.4%)

33,581(17.5%)
7,019(3.6%)

65,585(34.1%)
49,783(25.9%)

15,802(8.2%)
28,430(14.8%)

6,241(3.2%)
13,290(6.9%)

8,899(4.6%)

188,079(97.8%)
4,255(2.2%)

143,137(74.4%)
49,197(25.6%)

74,983(39.0%)
54,140(28.1%)

25,407(13.2%)
34,886(18.1%)

2,918(1.5%)

70(0.0%)
2,719(1.4%)

12,489(6.5%)
24,981(13.0%)

33,477(17.4%)
32,460(16.9%)

29,133(15.1%)
27,650(14.4%)

21,705(11.3%)
7,592(3.9%)

0 50,000 100,000 150,000 200,000

保健
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-３ 研究者数（教員）の属性別内訳（2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人）

【最終学位】

学士

修士

博士

博士課程満期退学・単位取得退学

専門職学位（法務博士・専門職修士）

その他

【回答者の専門分野】

人文社会系

人文科学

法学・政治

商学・経済

その他の社会科学（社会学を含む）

自然科学系

理学（理論系）

理学（実験系）

工学

農学（農業工学および農業経済を除く）

農業工学

農業経済

医学（基礎系・社会系）

医学（臨床系）

歯学（基礎系・社会系）

歯学（臨床系）

薬学

その他の保健

その他

家政

教育

芸術

その他

11,731(6.1%)
30,549(15.9%)

134,446(69.9%)
13,103(6.8%)

554(0.3%)
1,951(1.0%)

50,306(26.2%)
23,791(12.4%)

6,610(3.4%)
11,598(6.0%)

8,308(4.3%)
118,683(61.7%)

6,421(3.3%)
12,830(6.7%)

29,722(15.5%)
6,332(3.3%)

510(0.3%)
409(0.2%)

10,664(5.5%)
27,427(14.3%)

1,604(0.8%)
3,985(2.1%)
7,220(3.8%)

11,559(6.0%)
23,345(12.1%)

2,772(1.4%)
12,967(6.7%)

4,925(2.6%)
2,681(1.4%)

0 50,000 100,000 150,000 200,000

保健

農学

理学
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-４ 研究者数（教員）の属性別内訳（3） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人）

【雇用上の職務の範囲】

教育と研究が明示的に職務に含まれる

原則として教育のみが職務

原則として研究のみが職務

教育・研究以外の職務の専任

その他

【本務における任期の有無】

任期無し

任期有り（テニュアトラック制）

任期有り（テニュアトラック制以外）

【研究時間に影響を及ぼす特殊な状況（平成29年度）】

学外での兼務

サバティカル研修（制度）

病気休暇等、長期の休暇（連続20日以上）

大学の運営に関わる特定の役職

（学長・副学長、学部長・学務部長等）

その他の研究時間に影響を及ぼす特殊な状況にあった

特殊な状況にはなかった

【職歴】

大学等（現所属）のみ

大学等のみ

公的機関有り

非営利団体有り

企業有り

大学等（外国）有り

公的機関（外国）有り

非営利団体（外国）有り

企業（外国）有り

【平成29年度に得た研究資金】

内部資金：ある

内部資金：なし

外部資金：ある

うち競争的資金：ある

うち競争的資金：なし

外部資金：なし

179,489(93.3%)
3,419(1.8%)
2,837(1.5%)
2,726(1.4%)
3,864(2.0%)

145,214(75.5%)
12,708(6.6%)

34,412(17.9%)

34,397(17.9%)
1,812(0.9%)
1,692(0.9%)

22,942(11.9%)

36,824(19.1%)
110,882(57.7%)

54,891(28.5%)
108,163(56.2%)

52,352(27.2%)
11,807(6.1%)

37,087(19.3%)
22,026(11.5%)

4,561(2.4%)
629(0.3%)
1,603(0.8%)

123,999(64.5%)
68,335(35.5%)

94,037(48.9%)
81,072(42.2%)

111,262(57.8%)
98,297(51.1%)

0 50,000 100,000 150,000 200,000
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第３項 平成 29 年度の活動時間について 

1. 基本的な週のパターン 

（教員 第 3 表） 
教員の活動時間は、学生指導の有無、さらには担当授業の有無によって大きく影響され

ると考えられる。本調査では、1 年間を 52 週間として、以下の 3 つのパターンに分類し、

パターン毎に平均的な活動時間を調査することとした。 
 

表 ３-１ 教員の週のパターンの区分 

（a）学生の休暇期間以外の期間 （a-1）授業を行う期間 

 （a-2）授業を行わない期間 

（b）学生の休暇期間  

 

1 年間を上記の 3 つのパターンに分類した結果、教員全体では「授業を行う期間」（27.3
週）が最も長く、次いで「学生の休暇期間」（13.4 週）、「授業を行わない期間」（11.4 週）

であった。教員の属性別内訳を図３-５、図３-６、図３-７に示す。 
 



 

24 
 

 
（注 1）1 年間を 52 週間としている。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 52 週になっていない場合がある。 

（注 3）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-５ 教員の年間におけるパターン別の週数（1） 

（週）

総数

【平成30年3月31日時点の勤務先】

現在と同じ

他の大学等

【大学等の種類】

大学の学部

短期大学

高等専門学校

大学附置研究所

大学共同利用機関

その他

【組織の形態】

国立

公立

私立

【組織の学問分野】

人文・社会科学

文学

法学

経済学

その他の人文・社会科学

自然科学

理学

工学

農学

保健

保健-医歯薬学

保健-その他

その他

家政学

教育学

その他

【国籍】

日本

外国

【性別】

男性

女性

【職名】

教授

准教授

講師

助教

助手

27.3

27.3

22.0

27.6

33.1

34.0

12.9

8.2

18.8

24.4

30.2

28.6

30.8

30.8

31.1

30.3

31.2

24.7

22.4

29.0

26.7

22.7

19.3

33.2

31.8

32.1

32.7

30.1

27.3

27.2

26.6

29.1

30.1

29.0

27.9

18.8

17.2

11.4

11.3

16.3

11.0

5.2

3.4

27.5

37.4

20.3

14.8

8.2

9.6

4.9

4.5

4.4

5.0

5.4

15.4

16.0

7.6

11.0

19.8

23.9

7.1

5.3

5.3

3.8

7.4

11.3

12.3

11.8

10.1

7.1

9.0

12.1

22.8

21.4

13.4

13.4

13.6

13.5

13.6

14.5

11.5

6.5

13.0

12.8

13.6

13.7

16.2

16.7

16.5

16.7

15.4

11.8

13.7

15.3

14.4

9.5

8.8

11.7

15.0

14.6

15.5

14.5

13.4

12.5

13.6

12.8

14.8

14.0

12.0

10.5

13.4

0 13 26 39 52

(a-1)授業を行う期間 (a-2)授業を行わない期間 (b)学生の休暇期間

保健



 

25 
 

 
（注 1）1 年間を 52 週間としている。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 52 週になっていない場合がある。 

図 ３-６ 教員の年間におけるパターン別の週数（2） 
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（注 1）1 年間を 52 週間としている。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 52 週になっていない場合がある。 

図 ３-７ 教員の年間におけるパターン別の週数（3） 

 
 
 
 

（週）

【雇用上の職務の範囲】

教育と研究が明示的に職務に含まれる
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【研究時間に影響を及ぼす特殊な状況（平成29年度）】
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大学の運営に関わる特定の役職
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その他の研究時間に影響を及ぼす特殊な状況にあった

特殊な状況にはなかった
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大学等（現所属）のみ
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公的機関有り

非営利団体有り
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非営利団体（外国）有り
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【平成29年度に得た研究資金】

内部資金：ある
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外部資金：ある

うち競争的資金：ある
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外部資金：なし
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2. 基本的な週のパターンの内訳 

（教員 第 4 表） 
前述の 3 つの週のパターンにおける、一週間あたりの「職務を行わない日数」を調査し

た。集計した結果は以下のようになった。 
 

表 ３-２ 教員の基本的な週のパターンの内訳 

 

 
 

3. 年間における活動パターン別の日数 

（教員 第 5 表） 
教員の活動を以下の活動パターンに区分し、1 年間当たりの日数の集計を行った。 

表 ３-３ 教員の活動パターンの区分 

職務を行う日   

 学生の休暇期間以外の期間  

  授業を行う期間 

  授業を行わない期間 

 学生の休暇期間  

職務を行わない日   

 

教員全体としては、「職務を行う日」が 1 年間に 267.6 日あり、その内訳は「授業を行う

期間」（143.2 日）が最も多かった。教員の属性別内訳を図３-８、図３-９、図３-１０に示

す。 

週のパターン 職務を行う日数 職務を行わない日数

学生の休暇期間以外の期間 授業を行う期間 5.3日 1.7日
授業を行わない期間 5.6日 1.4日

学生の休暇期間 5.0日 2.0日
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（注 1）1 年間を 52 週間としているため日数の合計は 364 日となる。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 364 日になっていない場合がある。 

（注 3）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-８ 教員の年間における活動パターン別の日数（1） 

（日）
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（注 1）1 年間を 52 週間としているため日数の合計は 364 日となる。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 364 日になっていない場合がある。 

図 ３-９ 教員の年間における活動パターン別の日数（2） 
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（注 1）1 年間を 52 週間としているため日数の合計は 364 日となる。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 364 日になっていない場合がある。 

図 ３-１０ 教員の年間における活動パターン別の日数（3） 
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4. 活動パターン別の職務を行う平均的な１日における職務時間について 

（教員 第 6 表） 
教員の 1 日における職務時間について、以下の諸活動で構成されると仮定して、職務活

動パターン別に、「標準的な 1 日」を想定して時間数を調査した。 
 

表 ３-４ 教員の職務活動パターンの区分 

教育活動  

研究活動  

社会サービス活動 教育関連 

 研究関連 

 その他（診療活動等） 

その他の職務活動（学内事務等）  

 

（1）授業を行う期間 

授業を行う期間における教員全体の総職務時間の平均は 1 日 9 時間 18 分であった。

そのうち「研究活動」は 2 時間 13 分、「社会サービス活動（研究関連）」を含めた広義

の研究活動は 2 時間 371分であった。（図３-１１） 
 

（2）授業を行わない期間 

授業を行わない期間における教員全体の総職務時間の平均は 1 日 7 時間 12 分であっ

た。そのうち「研究活動」は 2 時間 52 分、「社会サービス活動（研究関連）」を含めた

広義の研究活動は 3 時間 17 分 2であった。（図３-１１） 
 

（3）学生の休暇期間 

学生の休暇期間における教員全体の総職務時間の平均は 1 日 8 時間 38 分であった。

そのうち「研究活動」は 3 時間 59 分、「社会サービス活動（研究関連）」を含めた広義

の研究活動は 4 時間 33 分 3であった。（図３-１１） 

                                                   
1 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 
2 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 
3 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 
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（注）端数処理により内訳の合計が総職務時間と一致しない場合がある。 

図 ３-１１ 教員の平均的な１日における職務時間 

 

5. 総職務時間の活動時間の内訳 

（教員 第 7 表） 
1 年間における活動パターン別の日数と活動パターン別の標準的な 1 日における職務

時間を乗じることで、年間の職務従事時間を集計した。その結果、教員全体の平均年間

職務時間は 2,565 時間であった。そのうち「研究活動」は 844 時間、「社会サービス活動

（研究関連）」を含めた広義の研究活動は 972 時間であった。（図３-１２） 
 

 

図 ３-１２ 教員の総職務時間の活動時間の内訳 

 
教員の属性別の傾向は以下のとおりである。なお、「国籍」、「平成 30 年 3 月 31 日時

点の勤務先」、「雇用上の職務の範囲」は、ほとんどが「現在と同じ」、「日本」、「教育と

研究が明示的に職務に含まれる」のため、ここでは特に言及しない。（図３-１３、図３-
１４、図３-１５） 
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（1）大学等の種類 

「短大」（2,258 時間）で総職務時間が最も短かった。 

（2）組織の形態 

「私立」（2,499 時間）は総職務時間が最も短いが、教育活動に要する時間（814 時間）

は最も長かった。 

（3）組織の学問分野 

「保健-医歯薬学」（2,793 時間）で総職務時間が最も長かった。平成 30 年調査の結果

は、前回の調査結果と比べて全体的に総職務時間が短くなっている区分が多く、「農学」

で 55 時間、「その他の人文・社会科学」で 45 時間短かった。一方で、「法学」は 146 時

間、「家政学」は 51 時間長くなっている。 

（4）性別 

「男性」（2,581 時間）が「女性」（2,520 時間）よりも総職務時間が長かった。 

（5）職名 

総職務時間は前回調査に比べ、「教授」「准教授」がわずかに長くなり、「講師」「助教」

「助手」は短くなった。 

（6）年齢階層 

総職務時間は「30～34 歳」（2,712 時間）が最も長く、「65 歳～」（2,045 時間）が最も

短かった。 

（7）最終学位 

「博士」（2,660 時間）で総職務時間が最も長かった。 

（8）回答者の専門分野 

「薬学」（3,103 時間）で総職務時間が最も長かった。 

（9）本務における任期の有無 

「任期有り（テニュアトラック制以外）」（2,625 時間）で総職務時間が最も長かった。 

（10）研究時間に影響を及ぼす特殊な状況 

「その他の研究時間に影響を及ぼす特殊な状況にあった」（2,703 時間）で総職務時間

が最も長かった。 

（11）職歴 

「大学等（外国）有り」（2,810 時間）で総職務時間が最も長かった。 
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（12）平成 29 年度に得た研究資金の金額 

「外部資金のうち競争的資金有り」（2,760 時間）で総職務時間が最も長かった。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が総職務時間と一致しない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-１３ 教員の総職務時間の活動時間の属性別内訳（1） 
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（注）端数処理により内訳の合計が総職務時間と一致しない場合がある。 

図 ３-１４ 教員の総職務時間の活動時間の属性別内訳（2） 
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（注）端数処理により内訳の合計が総職務時間と一致しない場合がある。 

図 ３-１５ 教員の総職務時間の活動時間の属性別内訳（3） 
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6. 総職務時間の活動時間の割合について 

（教員 第 8 表） 
各活動の年間従事割合（年間の各職務活動に従事した時間を年間の総職務時間で除した

値）を算出した。教員全体の「研究活動」に対する従事割合は 32.9%であり、「社会サービ

ス活動（研究関連）」を含めた広義の研究活動に対する従事割合は 37.9%であった。（図３-
１６） 

 

図 ３-１６ 教員の各職務活動に対する年間従事割合 

 
教員の属性別内訳を図３-１７、図３-１８、図３-１９に示す。 
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（注 1）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-１７ 教員の各職務活動に対する年間従事割合の属性別内訳（1） 
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-１８ 教員の各職務活動に対する年間従事割合の属性別内訳（2） 
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-１９ 教員の各職務活動に対する年間従事割合の属性別内訳（3） 
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7. 研究従事率について（FTE 換算係数） 

（教員 第 8 表・第 9 表） 
研究従事率（年間の研究活動に従事した時間を年間の総職務時間で除した値）を属性

別に算出した。なお、「平成 29 年 3 月 31 日時点の勤務先」、「国籍」、「雇用上の職務の

範囲」は、ほとんどが「日本」、「現在と同じ」、「教育と研究が明示的に職務に含まれる」

のため、ここでは特に言及しない。（図３-２０、図３-２１、図３－２２） 
 

（1）大学等の種類 

研究従事率は「大学附置研究所」（61.0%）が最も高く、「短大」（18.9%）が最も低か

った。 

（2）組織の形態 

研究従事率は「国立」（40.1％）が最も高く、「私立」（28.5%）が最も低かった。 

（3）組織の学問分野 

研究従事率は「理学」（49.3%）が最も高く、「保健-その他」（20.0%）が最も低かった。 

（4）性別 

「男性」が「女性」よりも 8.5 ポイント研究従事率が高かった。 

（5）職名 

研究従事率は「助教」（38.3%）が最も高く、「助手」（23.5%）が最も低かった。 

（6）年齢階層 

若手の「25 歳～29 歳」（40.0%）が最も研究従事率が高かった。 

（7）最終学位 

研究従事率は「博士」（36.2%）が最も高く、「専門職学位」（16.9%）が最も低かった。 

（8）回答者の専門分野 

研究従事率は「医学（基礎系・社会系）」（53.4%）が最も高く、「医学（臨床系）」（17.8%）

が最も低かった。 

（9）本務における任期の有無 

「任期有り（テニュアトラック制）」「任期有り（テニュアトラック制以外）」の研究

従事率がいずれも「任期無し」を上回った。 
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（10）研究時間に影響を及ぼす特殊な状況 

「サバティカル研修」（50.0%）で最も研究従事率が高かった。 

（11）職歴 

「大学等（外国）有り」（40.8%）が最も研究従事率が高かった。 

（12）平成 29 年度に得た研究資金の金額 

「外部資金のうち競争的資金有り」（40.0%）が最も研究従事率が高かった。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-２０ 教員の研究従事率の属性別内訳（1） 
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図 ３-２１ 教員の研究従事率の属性別内訳（2） 
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図 ３-２２ 教員の研究従事率の属性別内訳（3） 
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第４項 その他研究活動に付随する項目について 

今回の調査では、教員の活動時間に付随する項目として、以下のデータを取得した。詳

細は統計表を参照されたい。 
  

1. 雇用上の職務の範囲 

（教員 第 10 表） 
 

2. 本務における任期の有無 

（教員 第 11 表） 
 

3. 平成 29 年度の勤務における、研究時間に影響を及ぼす特殊な状況 

（教員 第 12 表） 
 

4. 職歴の状況 

（教員 第 13 表） 
 

5. 平成 29 年度の研究資金の金額 

（教員 第 14 表） 
 

6. 平成 29 年度における競争的資金等、外部研究資金の獲得に必要な業務 

（教員 第 15 表） 
 

7. 過去３年間（平成 27 年 11 月 1 日～30 年 10 月 31 日）における論文成果 

（教員 第 16 表） 
 

8. 研究パフォーマンスに関する見解 

（教員 第 17 表） 
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第２節 大学院博士課程の在籍者 

第１項 回収数及び回収率 

（大学院博士課程の在籍者 第 1 表） 
調査対象となった 3,215 人から 1,735 件の回答を得た（回収率 54.0%）。そのうち、集計

に際しては、設問 11、12 について論理的な誤りが無いもの 1を「有効回答」とした。その

結果、大学院博士課程の在籍者の有効回答数は 1,705 件（有効回答率 53.0%）となり、こ

れに基づいて以下の集計を行った。 
属性毎の有効回答率は図３-２３に示すとおりとなった。属性毎の母集団数については、

科学技術研究調査の結果を用いた。 
 

（1）大学等の種類 

「その他」（68.8%）の有効回答が最も高かった。 

（2）組織の形態 

「私立」（59.5%）の有効回答率が最も高かった。 

（3）組織の学問区分 

「家政学」（66.7%）からの有効回答率が最も高く、次いで「文学」（58.6%）が高かっ

た。 

                                                   
1 例えば、1 週間の日数が 7 日よりも大きくなるものや 1 日の活動時間が 20 時間以上の場合等を指す。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告した専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-２３ 大学院博士課程の在籍者の属性別有効回答率 
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第２項 研究者数 1の各種属性別の内訳 

（大学院博士課程の在籍者 第 1 表・第 2 表） 
属性毎の割合は以下のとおりとなった。2（図３-２４、図３-２５） 
 

（1）大学等の種類 

本調査の集計結果では、「大学の学部」が 98.3%、「大学附置研究所」が 1.4%、「その

他」が 0.4%であった。平成 30 年科学技術研究調査によると、母集団に対する割合は、

「大学の学部」が 98.3%、「大学附置研究所」が 1.4%、「その他」が 0.3%となっており、

割合には大きな差がみられなかった。 

（2）組織の形態 

本調査の集計結果では、「国立」が 66.9%、「公立」が 5.6%、「私立」が 27.5%であった。

平成 30 年科学技術研究調査によると、母集団に対する割合は、「国立」が 69.8%、「公立」

が 6.1%、「私立」が 24.1%であり、母集団と比較して、やや「私立」の割合が大きい。 

（3）組織の学問分野 

組織の学問分野別に見ると、「人文・社会科学及びその他」が 26.5%、「理学」が 8.6%、

「工学」が 22.2%、「農学」が 5.3%、「保健」が 37.3%となっている。 

（4）国籍 

国籍は、「日本」が 79.5%、「外国」が 20.5%であった。 

（5）性別 

性別比は、「男性」が 66.4%、「女性」が 33.6%であった。 

（6）年齢階層 

「～24 歳」が 2.5%、「25 歳～29 歳」が 45.1%、「30 歳～34 歳」が 26.5%、「35 歳～39
歳」が 11.6%、「40 歳～44 歳」が 5.7%、「45 歳～49 歳」が 3.4%、「50 歳～54 歳」が 2.2%、

「55 歳～59 歳」が 1.3%、「60 歳～64 歳」が 0.9%、「65 歳～」が 0.5%、であった。 

（7）進学時期 

「2016 年」（28.8%）、「2017 年」（24.1%）、「2018 年」（21.6%）であった。 
 
 
 
 

                                                   
1 ここで言う研究者数とは、回答から得られた結果から推定した推定母集団数を指す。 
2 端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 
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（8）回答者の専門分野 

回答者の専門分野は、回答者の自己申告によるものであり、所属している学部等の組

織の科学技術研究調査における学問区分と異なっている可能性があることに注意する

必要がある。 
専門分野を見ると、「人文・社会科学及びその他」が 26.6%、「理学」が 10.7%、「工学」

が 19.5%、「農学」が 4.7%、「保健」が 38.5%と、組織の学問分野とほぼ同じ割合となっ

ている。 

（9）在籍大学との雇用関係 

「雇用関係無し」が 46.3%で最も多く、次いで「リサーチアシスタント」（21.0%）、「テ

ィーチングアシスタント」（17.6%）となっている。 

（10）社会人経験の有無 

「博士課程進学前に、１年以上の社会人経験がある」（53.7%）は、「博士課程進学前

に、１年以上の社会人経験がない」（46.3%）より多くなっている。 

（11）職業の状況 

「職業に従事していない」（35.7%）が最も多く、次いで「アルバイト等のパートタイ

ムで働いている」（31.9%）となっている。 

（12）貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料免除の

状況 

「受けていない」が 44.8%となった。受けている中では「在籍大学（授業料免除）」（24.2％）

が最も多くなっている。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-２４ 研究者数（大学院博士課程の在籍者）の属性別割合（1） 
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-２５ 研究者数（大学院博士課程の在籍者）の属性別割合（2） 
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第３項 平成 30 年度の活動時間について 

1. 基本的な週のパターン 

（大学院博士課程の在籍者 第 3 表） 
大学院博士課程の在籍者の活動時間は、在籍大学の授業の有無によって大きく影響され

ると考えられる。本調査では、1 年間を 52 週間として、以下の 2 つのパターンに分類し、

パターン毎に平均的な活動時間を調査することとした。 
 

表 ３-５ 大学院博士課程の在籍者の週のパターンの区分 

（a）在籍大学の授業期間 

（b）在籍大学の授業期間以外 

 

1 年間を上記の 2 つのパターンに分類した結果、大学院博士課程の在籍者全体では「在

籍大学の授業期間」が 28.6 週であり、「在籍大学の授業期間以外」が 23.4 週であった。属

性別内訳を図３-２６と図３-２７で示す。 
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（注 1）1 年間を 52 週間としている。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-２６ 大学院博士課程の在籍者の年間におけるパターン別の週数（1） 
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（注）1 年間を 52 週間としている。 

図 ３-２７ 大学院博士課程の在籍者の年間におけるパターン別の週数（2） 
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2. 基本的な週のパターンの内訳 

（大学院博士課程の在籍者 第 4 表） 
前述の 2 つの週のパターンにおける、一週間あたりの「大学院博士課程の在籍者として

の活動を行わない日数」を調査した。集計した結果は以下のようになった。 

 

表 ３-６ 大学院博士課程の在籍者の基本的な週のパターンの内訳 

週のパターン 
大学院博士課程の在籍者と

しての活動を行う日数 

大学院博士課程の在籍者と

しての活動を行わない日数 

在籍大学の授業期間 5.1 日 1.9 日 

在籍大学の授業期間以外 4.7 日 2.3 日 

 

3. 年間における活動パターン別の日数 

（大学院博士課程の在籍者 第 5 表） 
大学院博士課程の在籍者の活動を以下の活動パターンに区分し、1 年間当たりの日数の

集計を行った。 
 

表 ３-７ 大学院博士課程の在籍者の活動パターンの区分 

大学院博士課程の在籍者としての活動を行う日 在籍大学の授業期間 

 在籍大学の授業期間以外 

大学院博士課程の在籍者としての活動を行わない日  

 
大学院博士課程の在籍者全体としては、「大学院博士課程の在籍者としての活動を行う

日」が 1 年間に 248.2 日あり、その内訳は「在籍大学の授業期間」（140.9 日）が多かった。

大学院博士課程の在籍者の属性別内訳を図３-２８と図３-２９に示す。 
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（注 1）1 年間を 52 週間としているため日数の合計は 364 日となる。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 364 日になっていない場合がある。 

（注 3）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-２８ 大学院博士課程の在籍者の 1 年間における活動パターン別の日数（1） 
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日本

外国

【性別】
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161.0

143.3

138.5

154.5

137.8

137.2

135.4

136.9

108.8

130.8

46.7

126.9
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（注 1）1 年間を 52 週間としているため日数の合計は 364 日となる。 

（注 2）端数処理により内訳の合計が 364 日になっていない場合がある。 

図 ３-２９ 大学院博士課程の在籍者の 1 年間における活動パターン別の日数（2） 
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4. 活動パターン別の標準的な 1 日における活動時間について 

（大学院博士課程の在籍者 第 6 表） 
大学院博士課程の在籍者の 1 日における活動時間について、以下の諸活動で構成される

と仮定して、活動パターン別に、「標準的な 1 日」を想定して時間数を調査した。 

 

表 ３-８ 大学院博士課程の在籍者の活動パターンの区分 

研究活動 
本人の論文作成を目的とした研究活動 

本人の論文作成以外を目的とした研究活動 

研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動 

左記に含まれない、学外で行っている労働 

 
 

（1）在籍大学の授業期間 

在籍大学の授業期間における回答者全体の活動時間の平均は 8 時間 26 分であった。

そのうち「研究活動」は 5 時間 41 分 1、「研究活動以外」は 2 時間 45 分 2であった。（図

３-３０） 

（2）在籍大学の授業期間以外 

在籍大学の授業期間以外における大学院博士課程の在籍者全体の活動時間の平均は 8
時間 23 分であった。そのうち「研究活動」は 5 時間 39 分 3、「研究活動以外」は 2 時間

43 分であった。（図３-３０） 

 
（注）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

図 ３-３０ 大学院博士課程の在籍者の標準的な 1 日における活動時間 

                                                   
1 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 
2 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 
3 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 

（時間：分）

a_在籍大学の授業

期間

b_在籍大学の授業

期間以外

4:06
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1:34

1:26
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総活動時間 8:26

総活動時間 8:23

研究活動（本人の論文作成を目的とした研究活動）

研究活動（本人の論文作成以外を目的とした研究活動（研究補助など））

研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動

左記に含まれない、学外で行っている労働
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5. 年間活動時間の内訳 

（大学院博士課程の在籍者 第 7 表） 
1 年間における活動パターン別の日数と活動パターン別の標準的な 1 日における活動時

間を乗じることで、年間の活動時間を集計した。 
その結果、大学院博士課程の在籍者全体の平均年間活動時間は 2,522 時間であった。そ

のうち「研究活動」は 1,789 時間、「研究活動以外」は 733 時間であった。（図３-３１） 

 

図 ３-３１ 大学院博士課程の在籍者の年間活動時間の内訳 

 
大学院博士課程の在籍者の属性別の傾向は以下のとおりである。なお、「大学等の種類」

はほとんどが「大学の学部」のため、ここでは特に言及しない。（図３-３２、図３-３３） 
 

（1）組織の形態 

総活動時間は「国立」（2,562 時間）が最も長く、「公立」（2,455 時間）、「私立」（2,439
時間）の順となった。 

（2）組織の学問分野 

総活動時間は「法学」（3,181 時間）が最も長く、次いで「理学」（2,781 時間）、「農学」

（2,728 時間）が長かった。 

（3）国籍 

総活動時間は「日本」が 2,540 時間、「外国」が 2,451 時間であった。 

（4）性別 

「男性」（2,557 時間）が「女性」（2,452 時間）よりも総活動時間が長かった。 

（5）年齢階層 

「25～29 歳」（2,827 時間）が最も長く、「55～59 歳」（1,424 時間）が最も短かった。 
 

総数 1,332 457 302 431 総活動時間 2,522 

本人の論文作成を目的とした研究活動

本人の論文作成以外を目的とした研究活動

研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動

左記に含まれない、学外で行っている労働
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（6）進学時期 

総活動時間は「2018 年」（2,633 時間）が最も長く、「2014 年以前」（2,209 時間）が最

も短かった。 

（7）回答者の専門分野 

「薬学」（3,144 時間）で総活動時間が最も長かった。 

（8）在籍大学との雇用関係 

総活動時間は「リサーチアシスタント」（2,811 時間）が最も長く、次いで「ティーチ

ングアシスタント」（2,755 時間）が長かった。 

（9）社会人経験の有無 

「博士課程進学前に、1 年以上の社会人経験がない」（2,815 時間）の総活動時間が最

も長く、「修士課程修了後、1 年以上の社会人経験がある」（2,030 時間）が最も短かった。 

（10）職業の状況 

総活動時間は「職業には従事していない」（2,852 時間）が最も長かった。 

（11）貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料免除の

状況 

「日本学術振興会」から給付を受けている者（3,004 時間）が最も総活動時間が長か

った。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-３２ 大学院博士課程の在籍者の年間活動時間の属性別内訳（1）  
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（注）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

図 ３-３３ 大学院博士課程の在籍者の年間活動時間の属性別内訳（2） 
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6. 年間活動時間の割合について 

（大学院博士課程の在籍者 第 8 表） 
各活動の年間従事割合（年間の各活動に従事した時間を年間の総活動時間で除した値）

を算出した。（活動時間には、学外で行っている労働を含む） 
大学院博士課程の在籍者全体の「研究活動」に対する従事割合は 70.9%であり、「研究活

動以外」に対する従事割合は 12.0%であった。（図３-３４） 

 

図 ３-３４ 大学院博士課程の在籍者の各活動に対する年間従事割合 

 
大学院博士課程の在籍者の属性別内訳を図３-３５と図３-３６に示す。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-３５ 大学院博士課程の在籍者の各活動に対する年間従事割合の属性別内訳（1） 
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-３６ 大学院博士課程の在籍者の各活動に対する年間従事割合の属性別内訳（2） 
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7. 研究従事率について（FTE 換算係数） 

（大学院博士課程の在籍者 第 8 表・第 9 表） 
大学院博士課程の研究従事率（年間の研究活動に従事した時間を年間の総活動時間で除

した値）は、全体で 85.6%となった。 
 
また今回の調査では「研究活動」や「研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての

活動」に含まれない「学外で行っている労働」の時間も聞いており、それを含めた合計時

間でみた研究従事率も算出しており、全体では 70.9%となった。属性別の傾向は以下のと

おりである。なお、「大学等の種類」はほとんどが「大学の学部」のため、ここでは特に言

及しない。（図３-３７と図３-３８） 
 

（1）組織の形態 

研究従事率は「国立」（73.9%）が最も高く、「公立」（63.9%）が最も低かった。 

（2）組織の学問区分 

研究従事率は「理学」（86.2%）が最も高かった。 

（3）国籍 

研究従事率は「外国」が 80.6%、「日本」が 68.5%であった。 

（4）性別 

「男性」が 71.6%、「女性」が 69.6%であった。 

（5）年齢階層 

「～24 歳」から「45 歳～49 歳」までの間は、年齢層が下がるほど研究従事率が高か

った。 

（6）進学時期 

「2017 年」（74.3%）が最も高かった。 

（7）回答の専門分野 

「理学（実験系）」（88.0%）、「薬学」（84.9%）で研究従事率が高かった。 

（8）在籍大学との雇用関係 

「リサーチアシスタント」（81.2%）で最も研究従事率が高かった。 

（9）社会人経験の有無 

「博士課程進学前に、1 年以上の社会人経験がない」（80.3%）で最も研究従事率が高か

った。 
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（10）職業の状況 

「職業には従事していない」（86.4%）で最も研究従事率が高かった。 

（11）貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料免除の

状況 

「日本学術振興会」（88.4%）からの給付を受けている者が最も研究従事率が高かった。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-３７ 大学院博士課程の在籍者の属性別の研究従事率（1） 
（総活動時間に「学外で行っている活動」を含めて算出） 
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図 ３-３８ 大学院博士課程の在籍者の属性別の研究従事率（2） 
（総活動時間に「学外で行っている活動」を含めて算出） 
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第４項 その他研究活動に付随する項目について 

今回の調査では、大学院博士課程の在籍者の活動時間に付随する項目として、以下のデ

ータを取得した。詳細は統計表を参照されたい。 
 

1. 在籍大学との雇用関係 

（大学院博士課程の在籍者 第 10表） 

2. 社会人経験の有無 

（大学院博士課程の在籍者 第 11表） 

3. 職業の状況 

（大学院博士課程の在籍者 第 12表） 

4. 貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料免除の状況

業の状況 

（大学院博士課程の在籍者 第 13表） 
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第３節 医局員 

第１項 回収数及び回収率 

（医局員 第 1 表） 
調査対象となった 772 人から 284 件の回答を得た（回収率 36.8%）。そのうち、集計に際

しては、平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先が国内の大学等であり、かつ設問 15、16 につい

て論理的な誤りが無いもの 1を「有効回答」とした。その結果、有効回答数は 242 件（有

効回答率 31.3%）となり、これに基づいて以下の集計を行った。 
属性毎の有効回答率は図３-３９に示すとおりとなった。属性毎の母集団数については、

科学技術研究調査の結果を用いた。 
 

（1）組織の形態 

「国立」（41.1%）からの有効回答率が最も高かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
1 例えば、1 週間の日数が 7 日よりも大きくなるものや 1 日の活動時間が 20 時間以上の場合等を指す。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告した専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-３９ 医局員の研究員の属性別有効回答率 
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第２項 研究者数 1の各種属性別の内訳 

（医局員 第 2 表） 
属性毎の割合は以下のとおりとなった。2なお「平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先」「大

学等の種類」「組織の学問分野」「国籍」「雇用形態」については、大多数が一つの属性に集

中しているため、ここでは特に言及しない。（図３-４０、図３-４１、図３-４２） 
 

（1）組織の形態 

「国立」が 62.4%、「公立」が 3.7%、「私立」が 33.9%であった。平成 30 年科学技術研

究調査によると、「国立」が 46.8%、「公立」が 8.6%、「私立」が 44.7%となっており、母

集団と比較して、「国立」が多く、「私立」が少ない結果となった。 
 

（2）性別 

性別比は、「男性」が 57.4%、「女性」が 42.6%であった。 

（3）年齢階層 

「25 歳～29 歳」が 28.5%、「30 歳～34 歳」が 36.8%、「35 歳～39 歳」が 24.8%、「40
歳～44 歳」が 6.2%、「45 歳～49 歳」が 3.7%であった。 

（4）医局員となった時期 

「2014 年」が 9.9%、「2015 年」が 8.3%、「2016 年」が 16.5%、「2017 年」が 29.8%、

「2018 年」が 2.5%、「それ以前」が 32.6%であった。 

（5）最終学位 

「学士」（52.9%）が最も多く、次いで「博士」（21.5%）、「修士」（12.8%）であった。 
 

（6）回答者の専門分野 

回答者の自己申告によるものであり、所属している学部等の科学技術研究調査におけ

る組織の学問区分と異なっている可能性があることに注意する必要がある。 
「医学（臨床系）」（79.3％）が最も多く、次いで「歯学（臨床系）」（16.1%）となって

いる 

（7）研究者としての状況 

「大学院博士課程（後期）在籍中」が 24.0％、「ポストドクター」が 8.7%、「いずれに

も該当しない」が 67.4%であった。 

                                                   
1 ここで言う研究者数とは、回答から得られた結果から推定した推定母集団数を指す。 
2 端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 
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（8）任期の有無 

「任期無し」が 62.0%、「任期有り」が 38.0%で、多くの回答者が任期無しの勤務形態

である。 

（9）兼務の状況 

「学外での兼務無し」が 49.6%であった。「学外での兼務有り」の研究者について、そ

の兼務先（複数回答可）を見ると、「他の大学等の職務を兼務」が 10.7%、「公的機関の

職務を兼務」が 20.7%、「非営利団体の職務を兼務」が 10.7%、「企業の職務を兼務」が

14.5%（それぞれ%は全体に占める割合）であった。 

（10）職歴 

職歴（複数回答可）は、「大学等（現所属のみ）」が 42.1％、「大学等のみ」が 49.2%、

「公的機関有り」が 38.8%、「非営利団体有り」が 12.0%、「企業有り」が 13.2%であった。

このうち、外国機関での勤務経験は、「大学等（外国）有り」が 0.8%、「公的機関（外国）

有り」が 0.4%、「非営利団体（外国）有り」が 0.4%であった。 

（11）平成 29 年度に得た研究資金の金額 

平成 29 年度に得た研究資金について、「内部資金」「外部資金」「外部資金のうち競争

的資金」それぞれの有無は、「内部資金無し」が 97.5%、「内部資金有り」が 2.5%、「外

部資金無し」が 93.4%、「外部資金有り」が 6.6%、「外部資金のうち競争的資金無し」が

96.7%、「外部資金のうち競争的資金有り」3.3%（「外部資金のうち競争的資金」の％は

全体に占める割合）であった。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-４０ 研究者数（医局員）の属性別割合（1） 

 

（人）

総数

【平成30年3月31日時点の勤務先】

現在と同じ

他の大学等

【大学等の種類】

大学の学部

大学附置研究所

その他

【組織の形態】

国立

公立

私立

【組織の学問分野】

人文・社会科学

文学

法学

経済学

その他の人文・社会科学

自然科学

理学

工学

農学

保健

保健-医歯薬学

保健-その他

その他

家政学

教育学

その他

【国籍】

日本

外国

【性別】

男性

女性

【年齢階層】

～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

40歳～44歳

45歳～49歳

50歳～54歳

55歳～59歳

60歳～64歳

65歳～

17,404(100%)

16,901(97.1%)

503(2.9%)

17,404(100%)

-

-

10,860(62.4%)

647(3.7%)

5,897(33.9%)

-

-

-

-

-

17,404(100%)

-

-

-

17,404(100%)

17,404(100%)

-

-

-

-

-

17,332(99.6%)

72(0.4%)

9,997(57.4%)

7,407(42.6%)

-

4,962(28.5%)

6,401(36.8%)

4,315(24.8%)

1,079(6.2%)

647(3.7%)

-

-

-

-

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

保健
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-４１ 研究者数（医局員）の属性別割合（2） 

（人）

【医局員となった時期】

2018年

2017年

2016年

2015年

2014年

それ以前

【最終学位】

学士

修士

博士

博士課程満期退学・単位取得退学

専門職学位（法務博士・専門職修士）

その他

【回答者の専門分野】

人文社会系

人文科学

法学・政治

商学・経済

その他の社会科学（社会学を含む）

自然科学系

理学（理論系）

理学（実験系）

工学

農学（農業工学および農業経済を除く）

農業工学

農業経済

医学（基礎系・社会系）

医学（臨床系）

歯学（基礎系・社会系）

歯学（臨床系）

薬学

その他の保健

その他

家政

教育

芸術

その他

432(2.5%)
5,178(29.8%)

2,877(16.5%)
1,438(8.3%)
1,726(9.9%)

5,681(32.6%)

9,205(52.9%)
2,229(12.8%)

3,740(21.5%)
216(1.2%)
72(0.4%)

1,942(11.2%)

-
-
-
-
-

17,404(100%)
-
-
-
-
-
-

647(3.7%)
13,808(79.3%)

144(0.8%)
2,805(16.1%)

-
-
-
-
-
-
-

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

保健

農学

理学
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-４２ 研究者数（医局員）の属性別割合（3） 

 

 

 

 

 

 

（人）

【研究者としての状況】

大学院博士課程（後期）在籍中

ポストドクター

いずれにも該当しない

【任期の有無】

任期無し

任期有り

【雇用形態】

科学研究費助成事業によるプロジェクト雇用

科学研究費助成事業以外の競争的資金によるプロジェクト雇用

その他の公的資金によるプロジェクト雇用

その他のプロジェクト雇用

いずれにも該当しない

【兼務の状況】

学外での兼務無し

他の大学等の職務を兼務

公的機関の職務を兼務

非営利団体の職務を兼務

企業の職務を兼務

外国の機関の職務を兼務

【職歴】

大学等（現所属）のみ

大学等のみ

公的機関有り

非営利団体有り

企業有り

大学等（外国）有り

公的機関（外国）有り

非営利団体（外国）有り

企業（外国）有り

【平成29年度に得た研究資金】

内部資金：ある

内部資金：なし

外部資金：ある

うち競争的資金：ある

うち競争的資金：なし

外部資金：なし

4,171(24.0%)
1,510(8.7%)

11,723(67.4%)

10,788(62.0%)
6,616(38.0%)

144(0.8%)
72(0.4%)
-
144(0.8%)

17,044(97.9%)

8,630(49.6%)
1,870(10.7%)

3,596(20.7%)
1,870(10.7%)

2,517(14.5%)
-

7,336(42.1%)
8,558(49.2%)

6,760(38.8%)
2,086(12.0%)
2,301(13.2%)

144(0.8%)
72(0.4%)
72(0.4%)
-

432(2.5%)
16,972(97.5%)

1,151(6.6%)
575(3.3%)

16,829(96.7%)
16,253(93.4%)

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000
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第３項 平成 29 年度の活動時間について 

1. 平均的な一週間の内訳 

（医局員 第 3 表） 
医局員の活動パターンは、年間を通じておおむね同様の活動形態にあると仮定して、期

間を短縮して一週間を基準として、「休日数」（職務を行わない日）を調査することとした。

集計した結果は以下のようになった。 
 

表 ３-９ 医局員の職務を行う日数及び職務を行わない日数 

職務を行う日数 職務を行わない日数 

5.5 日 1.5 日 

 
 
医局員の属性別内訳を（図３-４３、図３-４４、図３-４５）に示す。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-４３ 医局員の平均的な一週間の内訳（1） 

 

（日）

総数

【平成30年3月31日時点の勤務先】

現在と同じ

他の大学等

【大学等の種類】

大学の学部

大学附置研究所

その他

【組織の形態】

国立

公立

私立

【組織の学問分野】

人文・社会科学

文学

法学

経済学

その他の人文・社会科学

自然科学

理学

工学

農学

保健

保健-医歯薬学

保健-その他

その他

家政学

教育学

その他

【国籍】

日本

外国

【性別】

男性

女性

【年齢階層】

～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

40歳～44歳

45歳～49歳

50歳～54歳

55歳～59歳

60歳～64歳

65歳～

5.5 

5.5 

5.8 

5.5 

5.5 

5.3 

5.6 

5.5 

5.5 

5.5 

5.5 

5.7 

5.2 

5.6 

5.6 

5.4 

4.8 

5.6 

1.5

1.5

1.2

1.5

1.5

1.7

1.4

1.5

1.5

1.5

1.5

1.3

1.8

1.4

1.4

1.6

2.2

1.4

0 1 2 3 4 5 6 7

職務を行う日数 職務を行わない日数

保健
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図 ３-４４ 医局員の平均的な一週間の内訳（2） 

 

 

 

 

（日）

【医局員となった時期】

2018年

2017年

2016年

2015年

2014年

それ以前

【最終学位】

学士

修士

博士

博士課程満期退学・単位取得退学

専門職学位（法務博士・専門職修士）

その他

【回答者の専門分野】

人文社会系

人文科学

法学・政治

商学・経済

その他の社会科学（社会学を含む）

自然科学系

理学（理論系）

理学（実験系）

工学

農学（農業工学および農業経済を除く）

農業工学

農業経済

医学（基礎系・社会系）

医学（臨床系）

歯学（基礎系・社会系）

歯学（臨床系）

薬学

その他の保健

その他

家政

教育

芸術

その他
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5.5 
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4.9 
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5.5 

5.6 

5.6 

5.8 

5.4 

5.5 
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5.5 

1.3

1.5

1.2

2.1

1.4

1.6

1.5

1.4

1.4

1.2

1.6

1.5

2.0

1.5

1.5
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保健
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図 ３-４５ 医局員の平均的な一週間の内訳（3） 

 
 
 
 
 
 
 

（日）

【研究者としての状況】

大学院博士課程（後期）在籍中

ポストドクター

いずれにも該当しない

【任期の有無】

任期無し

任期有り

【雇用形態】

科学研究費助成事業によるプロジェクト雇用

科学研究費助成事業以外の競争的資金によるプロジェクト雇用

その他の公的資金によるプロジェクト雇用

その他のプロジェクト雇用

いずれにも該当しない

【兼務の状況】

学外での兼務無し

他の大学等の職務を兼務

公的機関の職務を兼務

非営利団体の職務を兼務

企業の職務を兼務

外国の機関の職務を兼務

【職歴】

大学等（現所属）のみ

大学等のみ

公的機関有り

非営利団体有り

企業有り

大学等（外国）有り

公的機関（外国）有り

非営利団体（外国）有り

企業（外国）有り

【平成29年度に得た研究資金】

内部資金：ある

内部資金：なし

外部資金：ある

うち競争的資金：ある

うち競争的資金：なし

外部資金：なし
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2. 平均的な 1 日における活動時間について 

（医局員 第 3 表） 
医局員の研究活動を行う平均的な 1 日における活動時間について、以下の諸活動で構成

されると仮定して、「平均的な 1 日」を想定して時間数を調査した。 
 

表 ３-１０ 医局員の活動パターンの区分 

研究活動 
本人の論文作成を目的とした研究活動 

本人の論文作成以外を目的とした研究活動 

社会サービス活動 

医療関連 

教育関連 

研究関連 

その他 

その他の職務活動（学内事務等） 

 

医局員の平均的 1 日における総活動時間の平均は 10 時間 13 分であった。そのうち「研

究活動」は 1 時間 30 分、「社会サービス活動」は 8 時間 8 分 1であった。（図３-４６） 

 

 

図 ３-４６ 医局員の平均的な一日における活動時間 

 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
1 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 

総数 1:04 0:26
0:09

7:27 0:24
0:05

0:34
総活動時間 10:13

研究活動（本人の論文作成を目的とした研究活動）

研究活動（本人の論文作成以外を目的とした研究活動（研究補助など））

社会サービス活動（研究関連）

社会サービス活動（医療関連）

社会サービス活動（教育関連）

社会サービス活動（その他）

その他の職務活動（学内事務等）
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3. 平均的な一週間における活動時間について 

（医局員 第 4 表） 
一週間における「職務を行う日数」と「平均的な 1 日における活動時間」を乗じて求め

た一週間の活動時間を集計した。医局員の平均的な一週間における総活動時間の平均は 57
時間 20 分であった。そのうち「研究活動」は 8 時間 24 分 1、「社会サービス活動」は 45
時間 41 分 2であった。（図３-４７） 

 

図 ３-４７ 医局員の平均的な一週間における活動時間 

 
医局員の属性別の傾向は以下のとおりである。なお「平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先」

「大学等の種類」「組織の学問分野」「国籍」「雇用形態」については、大多数が一つの属性

に集中しているため、ここでは特に言及しない。（図３-４６、図３-４７、図３-４８） 

（1）組織の形態 

総活動時間は「私立」（59 時間 06 分）が最も長かった。 

（2）性別 

総活動時間は「男性」（62 時間 38 分）が「女性」（50 時間 10 分）を上回った。 

（3）年齢階層 

「30 歳～34 歳」（61 時間 20 分）が最も総活動時間が長かった。 

（4）医局員となった時期 

「2016 年」（62 時間 58 分）が最も総活動時間が長かった。 

（5）最終学位 

総活動時間は「博士課程満期退学・単位取得退学」（72 時間 40 分）が最も長かった。 

                                                   
1 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 
2 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 

総数 5:57 2:26
0:57

41:47 2:23
0:33

3:14
総活動時間 57:20

研究活動（本人の論文作成を目的とした研究活動）

研究活動（本人の論文作成以外を目的とした研究活動（研究補助など））

社会サービス活動（研究関連）

社会サービス活動（医療関連）

社会サービス活動（教育関連）

社会サービス活動（その他）

その他の職務活動（学内事務等）
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（6）回答者の専門分野 

総活動時間は「歯学（臨床系）」（58 時間 26 分）が最も長かった。 

（7）研究者としての状況 

総活動時間は「大学院博士課程（後期）在籍中」（62 時間 30 分）が最も長かった。 

（8）任期の有無 

任期の有無による総活動時間の違いはほとんどみられなかった。 

（9）兼務の状況 

総活動時間は「企業の職務を兼務」（63 時間 36 分）が最も長く、次いで「公的機関の

職務を兼務」（61 時間 04 分）であった。 

（10）職歴 

総活動時間は「企業有り」（63 時間 51 分）が最も長く、次いで「公的機関有り」（61
時間 02 分）であった。 

（11）平成 29 年に得た研究資金の金額 

総活動時間は「外部資金有り」（59 時間 00 分）が最も長かった。 
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（注）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-４８ 医局員の平均的な一週間における活動時間の属性別内訳（1） 

  

（時間：分）

総数

【平成30年3月31日時点の勤務先】

現在と同じ

他の大学等

【大学等の種類】

大学の学部

大学附置研究所

その他

【組織の形態】

国立

公立

私立

【組織の学問分野】

人文・社会科学

　文学

　法学

　経済学

　その他の人文・社会科学

自然科学

　理学

　工学

　農学

　保健

　　保健-医歯薬学

　　保健-その他

その他

　家政学

　教育学
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（注）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

図 ３-４９ 医局員の平均的な一週間における活動時間の属性別内訳（2） 
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（注）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

図 ３-５０ 医局員の平均的な一週間における活動時間の属性別内訳（3） 
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4. 活動時間の割合について 

（医局員 第 5 表） 
医局員の各活動の従事割合（一週間の「各活動に従事した時間」を一週間の「総活動時

間」で除した値）を算出した。 
医局員の「研究活動」に対する従事割合は 14.7%であり、「社会サービス活動」に対する

従事割合は 79.7%1であった。（図３-５１） 

 

図 ３-５１ 医局員の各活動に対する従事割合 

 
医局員の属性別内訳を図３-５２、図３-５３、図３-５４に示す。 

                                                   
1 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 

（%）

総数 10.4 4.3 72.9 4.2 1.7 1.0 5.6
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-５２ 医局員の各活動に対する従事割合の属性別内訳（1） 
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-５３ 医局員の各活動に対する従事割合の属性別内訳（2） 
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-５４ 医局員の各活動に対する従事割合の属性別内訳（3） 
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5. 研究従事率について（FTE 換算係数） 

（医局員 第 5 表・第 6 表） 
研究従事率（一週間の研究活動に従事した時間を一週間の総活動時間で除した値）を属

性別に算出した。なお「平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先」「大学等の種類」「組織の学問

分野」「国籍」「雇用形態」については、大多数が一つの属性に集中しているため、ここで

は特に言及しない。（図３-５５、図３-５６、図３-５７） 
 

（1）組織の形態 

「公立」（23.7%）で最も研究従事率が高かった。 

（2）性別 

「女性」（15.6%）が「男性」（14.1%）より研究従事率が高かった。 

（3）年齢階層 

「35 歳～39 
歳」（19.9%）で最も研究従事率が高かった。 

（4）医局員となった時期 

「2015 年」（19.9%）で最も研究従事率が高かった。 

（5）最終学位 

「博士課程満期退学・単位取得退学」（24.8%）で最も研究従事率が高かった。 

（6）回答者の専門分野 

「医学（基礎系・社会系）」（47.0%）で最も研究従事率が高かった。 

（7）研究者としての状況 

「大学院博士課程（後期）在籍中」（30.1%）で最も研究従事率が高かった。 

（8）任期の有無 

「任期有り」（17.0％）が「任期無し」（13.2%）よりも研究従事率が高かった。 

（9）兼務の状況 

「非営利団体の職務を兼務」（17.8%）で最も研究従事率が高かった。 

（10）職歴 

研究従事率は「非営利団体有り」（17.3%）が最も高く、次いで「公的機関有り」（17.0%） 
であった 
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（11）平成 29 年に得た研究資金の金額 

「外部資金のうち競争的資金有り」（40.3%）が最も研究従事率が高かった（「外部資

金のうち競争的資金」の％は全体に占める割合）。 

 

（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分

野とは異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-５５ 医局員の属性別の研究従事率（1） 
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図 ３-５６ 医局員の属性別の研究従事率（2） 
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図 ３-５７ 医局員の属性別の研究従事率（3） 
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第４項 その他研究活動に付随する項目について 

今回の調査では、医局員の活動時間に付随する項目として、以下のデータを取得した。

詳細は統計表を参照されたい。 
 

1. 研究者としての状況 

（医局員 第 7 表） 
 

2. 本務における任期の有無 

（医局員 第 8 表） 
 

3. 雇用形態 

（医局員 第 9 表） 
 

4. 兼務の状況 

（医局員 第 10 表） 
 

5. 職歴 

（医局員 第 11 表） 
 

6. 平成 29 年度の研究資金の金額 

（医局員 第 12 表） 
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第４節 その他の研究員 

第１項 回収数及び回収率 

（その他研究員 第 1 表） 
調査対象となった 3,860 人から 1,978 件の回答を得た（回収率 51.2%）。そのうち、集計

に際しては、平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先が国内の大学等であり、かつ設問 15、16
について論理的な誤りが無いもの 1を「有効回答」とした。その結果、その他の研究員の

有効回答数は 1,800 件（有効回答率 46.6%）となり、これに基づいて以下の集計を行った。 
属性毎の有効回答率は図３-５８に示すとおりとなった。属性毎の母集団数については、

科学技術研究調査の結果を用いた。 
 

（1）大学等の種類 

「大学の学部」が 44.3%、「短期大学」が 20.0%、「高等専門学校」が 100%、「大学附

置研究所」が 47.0%、「その他」が 54.9%の有効回答率であった。 

（2）組織の形態 

「国立」（49.6%）からの有効回答率が最も高かった。 

（3）組織の学問分野 

有効回答率は「（その他の中の）その他」（57.5%）が最も高く、次いで「家政学」（54.5%）

であった。 

                                                   
1 例えば、1 週間の日数が 7 日よりも大きくなるものや 1 日の活動時間が 20 時間以上の場合等を指す。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告した専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-５８ その他の研究員の属性別有効回答率 
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第２項 研究者数 1の各種属性別の内訳 

（その他の研究員 第 2 表） 
属性毎の割合は以下のとおりとなった。2なお「平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先」につ

いては、ほとんどが「現在と同じ」ため、ここでは特に言及しない。（図３-５９、図３-
６０、図３-６１） 

 

（1）大学等の種類 

本調査の集計結果では、「大学の学部」が 65.5%、「大学附置研究所」が 15.8%、「大学

共同利用機関」7.0%、「その他」が 11.7%であった。平成 30 年科学技術研究調査による

と、「大学の学部」が 68.7%、「大学附置研究所」が 16.3%となっており、母集団と比較

して、「大学の学部」の割合がやや少なくなっている。 

（2）組織の形態 

「国立」が 75.4%、「公立」が 4.7%、「私立」が 19.9%であった。平成 30 年科学技術研

究調査によると、「国立」が 71.1%、「公立」が 5.6%、「私立」が 23.3%となっており、母

集団と比較して、「国立」がやや多く、「私立」がやや少ない結果となった。 

（3）組織の学問分野 

組織の学問分野別に見ると、「人文・社会科学及びその他」が 19.6%、「理学」が 22.3%、

「工学」が 24.7%、「農学」が 8.1%、「保健」が 25.3%となっている。 

（4）国籍 

大多数が「日本」（86.5%）に国籍を有している。 

（5）性別 

性別比は、「男性」が 63.0%、「女性」が 37.0%であった。 

（6）年齢階層 

「～24 歳」が 0.6%、「25 歳～29 歳」が 12.2%、「30 歳～34 歳」が 28.0%、「35 歳～39
歳」が 18.3%、「40 歳～44 歳」が 14.6%、「45 歳～49 歳」が 8.2%、「50 歳～54 歳」が 5.2%、

「55 歳～59 歳」が 3.6%、「60 歳～64 歳」が 3.6%、「65 歳～」が 5.6%であった。 

（7）その他の研究者となった時期 

その他の研究員となった時期については、「2018 年」が 4.6%、「2017 年」が 30.9%、「2016
年」が 20.0%、「2015 年」が 12.9%、「2014 年」が 7.8%、「それ以前」が 22.5%であった。 

                                                   
1 ここで言う研究者数とは、回答から得られた結果から推定した推定母集団数を指す。 
2 端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 
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（8）最終学位 

「博士」（68.6%）が最も多く、次いで「修士」（12.1%）、「学士」（9.7%）であった。 

（9）回答者の専門分野 

回答者の自己申告によるものであり、所属している学部等の科学技術研究調査におけ

る組織の学問分野と異なっている可能性があることに注意する必要がある。 
専門分野別に見ると、「人文・社会科学及びその他」が 21.2%、「理学」が 29.8%、「工

学」が 19.9%、「農学」が 9.4%、「保健」が 19.7%となっている。 

（10）研究者としての状況 

「ポストドクター」が 52.9%で最も多く、次いで「いずれにも該当しない」が 43.8%
であった。 

（11）任期の有無 

「任期有り」が 90.6%、「任期無し」が 9.4%で、ほとんどの回答者が任期付きの勤務

形態である。 

（12）雇用形態 

「科学研究費助成事業によるプロジェクト雇用」が 21.7%、「いずれにも該当しない」

が 31.9%であった。 

（13）兼務の状況 

「学外での兼務無し」が 73.2%であった。「学外での兼務有り」の研究者について、そ

の兼務先（複数回答可）を見ると、「他の大学等の職務を兼務」が 15.7%、「公的機関の

職務を兼務」が 4.6%、「非営利団体の職務を兼務」が 2.9%、「企業の職務を兼務」が 7.1%、

「外国の機関の職務を兼務」が 0.6%（それぞれ%は全体に占める割合）となっている。 

（14）職歴 

職歴（複数回答可）は、「大学等（現職のみ）」が 35.8%、「大学等のみ」が 55.7%、「公

的機関有り」が 23.2%、「非営利団体有り」が 6.0%、「企業有り」が 27.2%であった。こ

のうち、外国機関での勤務経験は、「大学等（外国）有り」が 10.6%、「公的機関（外国）

有り」が 2.7%、「非営利団体（外国）有り」が 0.6%、「企業（外国）有り」が 1.8%であ

った。 

（15）平成 29 年度に得た研究資金の金額 

平成 29 年度に得た研究資金について、「内部資金」「外部資金」「外部資金のうち競争

的資金」それぞれの有無は、「内部資金無し」が 88.1%、「内部資金有り」が 11.9%、「外

部資金無し」が 72.9%、「外部資金有り」が 27.1%、「外部資金のうち競争的資金無し」

が 77.5%、「外部資金のうち競争的資金有り」22.5%（「外部資金のうち競争的資金」の％

は全体に占める割合）であった。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-５９ 研究者数（その他の研究員）の属性別割合（1） 
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-６０ 研究者数（その他の研究員）の属性別割合（2） 
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博士課程満期退学・単位取得退学

専門職学位（法務博士・専門職修士）

その他

【回答者の専門分野】

人文社会系

人文科学

法学・政治

商学・経済

その他の社会科学（社会学を含む）

自然科学系

理学（理論系）

理学（実験系）

工学

農学（農業工学および農業経済を除く）

農業工学

農業経済

医学（基礎系・社会系）

医学（臨床系）

歯学（基礎系・社会系）

歯学（臨床系）

薬学

その他の保健

その他

家政

教育

芸術

その他

614(4.6%)
4,135(30.9%)

2,670(20.0%)
1,726(12.9%)

1,041(7.8%)
3,002(22.5%)

1,302(9.7%)
1,614(12.1%)

9,168(68.6%)
733(5.5%)

141(1.1%)
408(3.1%)

1,933(14.5%)
1,244(9.3%)

108(0.8%)
284(2.1%)
298(2.2%)

10,536(78.8%)
977(7.3%)

3,010(22.5%)
2,661(19.9%)

1,184(8.9%)
43(0.3%)
24(0.2%)

1,363(10.2%)
624(4.7%)

77(0.6%)
74(0.6%)
282(2.1%)
217(1.6%)

897(6.7%)
36(0.3%)
287(2.1%)

147(1.1%)
427(3.2%)

0 2,500 5,000 7,500 10,000 12,500 15,000

保健

農学

理学
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（注）端数処理により内訳の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-６１ 研究者数（その他の研究員）の属性別割合（3） 

 
  

（人）

【研究者としての状況】

大学院博士課程（後期）在籍中

ポストドクター

いずれにも該当しない

【任期の有無】

任期無し

任期有り

【雇用形態】

科学研究費助成事業によるプロジェクト雇用

科学研究費助成事業以外の競争的資金によるプロジェクト雇用

その他の公的資金によるプロジェクト雇用

その他のプロジェクト雇用

いずれにも該当しない

【兼務の状況】

学外での兼務無し

他の大学等の職務を兼務

公的機関の職務を兼務

非営利団体の職務を兼務

企業の職務を兼務

外国の機関の職務を兼務

【職歴】

大学等（現所属）のみ

大学等のみ

公的機関有り

非営利団体有り

企業有り

大学等（外国）有り

公的機関（外国）有り

非営利団体（外国）有り

企業（外国）有り

【平成29年度に得た研究資金】

内部資金：ある

内部資金：なし

外部資金：ある

うち競争的資金：ある

うち競争的資金：なし

外部資金：なし

438(3.3%)
7,070(52.9%)

5,858(43.8%)

1,251(9.4%)
12,115(90.6%)

2,905(21.7%)
2,502(18.7%)

2,155(16.1%)
1,546(11.6%)

4,258(31.9%)

9,781(73.2%)
2,096(15.7%)

610(4.6%)
386(2.9%)

954(7.1%)
75(0.6%)

4,791(35.8%)
7,450(55.7%)

3,102(23.2%)
798(6.0%)

3,639(27.2%)
1,416(10.6%)

365(2.7%)
80(0.6%)
235(1.8%)

1,591(11.9%)
11,775(88.1%)

3,628(27.1%)
3,011(22.5%)

10,355(77.5%)
9,738(72.9%)

0 2,500 5,000 7,500 10,000 12,500 15,000
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第３項 平成 29 年度の活動時間について 

1. 平均的な一週間の内訳 

（その他の研究員 第 3 表） 
その他の研究員の活動パターンは、年間を通じておおむね同様の活動形態にあると仮定

して、期間を短縮して一週間を基準として、「休日数」（職務を行わない日）を調査するこ

ととした。集計した結果は以下のようになった。 
 

表 ３-１１ その他の研究員の職務を行う日数及び職務を行わない日数 

職務を行う日数 職務を行わない日数 

5.1 日 1.9 日 

 
 
その他の研究員の属性別内訳を（図３-６２、図３-６３、図３-６４）に示す。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-６２ その他の研究員の平均的な一週間の内訳（1） 

 

（日）

総数

【平成30年3月31日時点の勤務先】
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他の大学等

【大学等の種類】
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【組織の学問分野】
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教育学
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【国籍】
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【性別】
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【年齢階層】

～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

40歳～44歳

45歳～49歳

50歳～54歳

55歳～59歳

60歳～64歳

65歳～

5.1 

5.1 

5.3 

5.0 

5.2 

5.0 

5.1 

5.0 

4.8 

5.2 

4.8 

5.1 

4.0 

4.7 

4.8 

5.1 

5.2 

5.0 

5.1 

5.1 

5.1 

5.2 

5.0 

5.5 

5.0 

5.0 

5.1 

5.1 

5.1 

5.0 

4.0 

5.2 

5.3 

5.1 

5.1 

5.0 

4.9 

4.9 

4.8 

4.0 

1.9

1.9

1.7

2.0

1.8

2.0

1.9

2.0

2.2

1.8

2.2

1.9

3.0

2.3

2.2

1.9

1.8

2.0

1.9

1.9

1.9

1.8

2.0

1.5

2.0

2.0

1.9

1.9

1.9

2.0

3.0

1.8

1.7

1.9

1.9

2.0

2.1

2.1

2.2

3.0

0 1 2 3 4 5 6 7

職務を行う日数 職務を行わない日数

保健



 

108 
 

 

図 ３-６３ その他の研究員の平均的な一週間の内訳（2） 
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【その他の研究員となった時期】
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修士
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博士課程満期退学・単位取得退学

専門職学位（法務博士・専門職修士）
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【回答者の専門分野】

人文社会系

人文科学

法学・政治

商学・経済

その他の社会科学（社会学を含む）
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理学（理論系）

理学（実験系）

工学
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農業工学
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図 ３-６４ その他の研究員の平均的な一週間の内訳（3） 

 
 
 
 
 
 
 

（日）

【研究者としての状況】

大学院博士課程（後期）在籍中

ポストドクター

いずれにも該当しない

【任期の有無】

任期無し

任期有り

【雇用形態】

科学研究費助成事業によるプロジェクト雇用

科学研究費助成事業以外の競争的資金によるプロジェクト雇用

その他の公的資金によるプロジェクト雇用

その他のプロジェクト雇用

いずれにも該当しない

【兼務の状況】

学外での兼務無し

他の大学等の職務を兼務

公的機関の職務を兼務

非営利団体の職務を兼務

企業の職務を兼務

外国の機関の職務を兼務

【職歴】

大学等（現所属）のみ

大学等のみ

公的機関有り

非営利団体有り

企業有り

大学等（外国）有り

公的機関（外国）有り

非営利団体（外国）有り

企業（外国）有り

【平成29年度に得た研究資金】

内部資金：ある

内部資金：なし

外部資金：ある

うち競争的資金：ある

うち競争的資金：なし

外部資金：なし
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2. 平均的な 1 日における活動時間について 

（その他の研究員 第 3 表） 
その他の研究員の研究活動を行う平均的な 1 日における活動時間について、以下の諸活

動で構成されると仮定して、「平均的な 1 日」を想定して時間数を調査した。 
 

表 ３-１２ その他の研究員の活動パターンの区分 

研究活動 
本人の論文作成を目的とした研究活動 

本人の論文作成以外を目的とした研究活動 

社会サービス活動 

医療関連 

教育関連 

研究関連 

その他 

その他の職務活動（学内事務等） 

 

その他の研究員の平均的 1 日における総活動時間の平均は 8 時間 45 分であった。その

うち「研究活動」は 6 時間 10 分、「社会サービス活動」は 1 時間 43 分 1であった。（図３-
６５） 

 

図 ３-６５ その他の研究員の平均的な一日における活動時間 

 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
1 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 

総数 3:45 2:25
0:34

0:18
0:37

0:12
0:51 総活動時間 8:45

研究活動（本人の論文作成を目的とした研究活動）

研究活動（本人の論文作成以外を目的とした研究活動（研究補助など））

社会サービス活動（研究関連）

社会サービス活動（医療関連）

社会サービス活動（教育関連）

社会サービス活動（その他）

その他の職務活動（学内事務等）
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3. 平均的な一週間における活動時間について 

（その他の研究員 第 4 表） 
一週間における「職務を行う日数」と「平均的な 1 日における活動時間」を乗じて求め

た一週間の活動時間を集計した。その他の研究員全体の平均的な一週間における総活動時

間の平均は 45 時間 33 分であった。そのうち「研究活動」は 32 時間 07 分 1、「社会サービ

ス活動」は 8 時間 55 分 2であった。（図３-６６） 

 

図 ３-６６ その他の研究員の平均的な一週間における活動時間 

 
その他の研究員の属性別の傾向は以下のとおりである。なお、「国籍」、「平成 25 年 3 月

31 日時点の勤務先」は、ほとんどが「日本」、「現在と同じ」のため、ここでは特に言及し

ない。（図３-６７、図３-６８、図３-６９） 

（1）大学等の種類 

総活動時間は「大学附置研究所」（47 時間 08 分）が最も長かった。 

（2）組織の形態 

総活動時間は「私立」（46 時間 27 分）が最も長かった。 

（3）組織の学問分野 

総活動時間は「家政学」（56 時間 45 分）が最も長く、次いで「理学」（47 時間 33 分）

であった。 

（4）性別 

総活動時間は「男性」（47 時間 23 分）が「女性」（42 時間 27 分）よりも長かった。 

（5）年齢階層 

推定母集団数の少ない「25 歳～29 歳」（49 時間 57 分）が最も長かった。 

                                                   
1 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 
2 端数処理により図の数値の合計と一致しない。 

総数 19:58 12:08
2:56

1:43
3:12

1:03
4:30 総活動時間 45:33

研究活動（本人の論文作成を目的とした研究活動）

研究活動（本人の論文作成以外を目的とした研究活動（研究補助など））

社会サービス活動（研究関連）

社会サービス活動（医療関連）

社会サービス活動（教育関連）

社会サービス活動（その他）

その他の職務活動（学内事務等）
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（6）その他の研究者となった時期 

総活動時間は「2014 年」（48 時間 21 分）が最も長かった。 

（7）最終学位 

総活動時間は「博士」（47 時間 59 分）が最も長く、次いで「博士課程満期退学・単位

取得退学」（44 時間 40 分）であった。 

（8）回答者の専門分野 

総活動時間は「歯学（臨床系）」（56 時間 10 分）が最も長く、次いで「医学（臨床系）」

（53 時間 13 分）がであった。 

（9）研究者としての状況 

総活動時間は「大学院博士課程（後期）在籍中」（50 時間 49 分）が最も長く、次いで

「ポストドクター」（48 時間 49 分）であった。 

（10）任期の有無 

総活動時間は「任期無し」（44 時間 27 分）と、「任期有り」（45 時間 40 分）に大きな

さが見られなかった。 

（11）雇用形態 

総活動時間は「科学研究費助成事業以外の競争的資金によるプロジェクト雇用」（47
時間 35 分）が最も長かった。 

（12）兼務の状況 

総活動時間は「他大学の職務を兼務」（47 時間 37 分）が最も長く、次いで「公的機関

の職務を兼務」（46 時間 21 分）であった。 

（13）職歴 

総活動時間は「非営利団体（外国）有り」（50 時間 02 分）が最も長く、次いで「大学

等（外国）有り」（48 時間 14 分）であった。 

（14）平成 29 年に得た研究資金の金額 

総活動時間は「外部資金のうち競争的資金有り」（52 時間 50 分）が最も長かった。 
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（注 1）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

（注 2）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野と

は異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-６７ その他の研究員の平均的な一週間における活動時間の属性別内訳（1） 

（時間：分）
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（注）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

図 ３-６８ その他の研究員の平均的な一週間における活動時間の属性別内訳（2） 
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（注）端数処理により内訳の合計が総活動時間と一致しない場合がある。 

図 ３-６９ その他の研究員の平均的な一週間における活動時間の属性別内訳（3） 
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4. 活動時間の割合について 

（その他の研究員 第 5 表） 
その他の研究員全体の各活動の従事割合（一週間の「各活動に従事した時間」を一週間

の「総活動時間」で除した値）を算出した。 
その他の研究員全体の「研究活動」に対する従事割合は 70.5%であり、「社会サービス活

動」に対する従事割合は 19.6%であった。（図３-７０） 

 

図 ３-７０ その他の研究員の各活動に対する従事割合 

 
その他の研究員の属性別内訳を図３-７１、図３-７２、図３-７３に示す。 
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社会サービス活動(研究関連)
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分野とは

異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-７１ その他の研究員の各活動に対する従事割合の属性別内訳（1） 
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-７２ その他の研究員の各活動に対する従事割合の属性別内訳（2） 
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（注）端数処理により割合の合計が 100%になっていない場合がある。 

図 ３-７３ その他の研究員の各活動に対する従事割合の属性別内訳（3） 
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5. 研究従事率について（FTE 換算係数） 

（その他の研究員 第 5 表・第 6 表） 
研究従事率（一週間の研究活動に従事した時間を一週間の総活動時間で除した値）を属

性別に算出した。なお、「国籍」、「平成 29 年 3 月 31 日時点の勤務先」は、ほとんどが「日

本」、「現在と同じ」のため、ここでは特に言及しない。（図３-７４、図３-７５、図３-７
６） 

（1）大学等の種類 

「大学附置研究所」（77.3%）の研究従事率が高かった。 

（2）組織の形態 

「国立」（74.1%）で最も研究従事率が高かった。 

（3）組織の学問分野 

研究従事率は「理学」（83.7%）が最も高く、次いで「法学」（80.7%）であった。 

（4）性別 

研究従事率は「男性」（72.5%）が「女性」（66.8%）よりも高かった。 

（5）年齢階層 

「30 歳～34 歳」（77.2%）から、「55 歳~59 歳」の間は、年齢階層が高いほど研究従事

率が低くなる傾向があった。 

（6）その他の研究者となった時期 

「2016 年」（73.6%）で最も研究従事率が高かった。 

（7）最終学位 

「博士」（74.5%）で最も研究従事率が高かった。 

（8）回答者の専門分野 

「理学（理論系）」（85.6%）で最も研究従事率が高かった。 

（9）研究者としての状況 

「ポストドクター」（79.9%）が最も研究従事率が高かった。 

（10）任期の有無 

「任期有り」（72.6%）が「任期無し」（49.2%）よりも研究従事率が高かった。 
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（11）雇用形態 

研究従事率は「科学研究費助成事業によるプロジェクト雇用」（83.9%）が最も高く、

「いずれにも該当しない」（57.4%）が最も低い。 

（12）兼務の状況 

「学外での兼務無し」（75.9%）で最も研究従事率が高かった。 

（13）職歴 

「公的機関（外国）有り」（78.3%）で最も研究従事率が高かった。 

（14）平成 29 年に得た研究資金の金額 

「内部資金有り」（61.2%）のみ研究従事率が 60%台にとどまり、他は 70%を超えた。 
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（注）組織の学問分野は科学技術研究調査データを用いているため、回答者が自己申告する専門分

野とは異なっている可能性がある点に注意。 

図 ３-７４ その他の研究員の属性別の研究従事率（1） 
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図 ３-７５ その他の研究員の属性別の研究従事率（2） 
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図 ３-７６ その他の研究員の属性別の研究従事率（3） 
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第４項 その他研究活動に付随する項目について 

今回の調査では、その他の研究員の活動時間に付随する項目として、以下のデータを取

得した。詳細は統計表を参照されたい。 
 

1. 研究者としての状況 

（その他の研究員 第 7 表） 
 

2. 本務における任期の有無 

（その他の研究員 第 8 表） 
 

3. 雇用形態 

（その他の研究員 第 9 表） 
 

4. 兼務の状況 

（その他の研究員 第 10 表） 
 

5. 職歴 

（その他の研究員 第 11 表） 
 

6. 平成 29 年度の研究資金の金額 

（その他の研究員 第 12 表） 
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第４章 調査方法に関する課題と今後の改善策について 

 

「回収率」 

平成 25 年調査の調査客体別の回収率は「教員」67.2%、「大学院博士課程の在籍者」58.3%、

「医局員・その他の研究員」47.6%であり、その実績値をそのまま、今回の目標となる回

収率に設定した。なお、今回「医局員」「その他の研究員」を分けて調査を実施したため、

それぞれの目標回収率は前回の「医局員・その他の研究員」を基にした。 
結果的に、今回の調査における回収率は表１-２で示したとおり、「その他の研究員」の

みが 51.2%で目標回収率を上回り、「教員」は 63.5%、「大学院博士課程の在籍者」54.0%と

いずれも目標回収率を 4 ポイント前後下回り、「医局員」については、36.8%と 10 ポイン

ト超の未達となった。 
原因としては、前回に比べ調査期間が短縮されたことが考えられる。前回調査は平成 25

年 11 月 1 日～平成 26 年 1 月 16 日のおよそ２か月半の期間で実施されたが、今回の調査は

平成 30年 12月 3日～平成 31年 1月 16日と前回に比べ１か月短い期間での実施となった。

また調査期間が年末年始の休暇時期と重なっており、大学等の事務局や対象者が、調査票

配布したり、回答作成したりするための期間が十分に確保できなかった可能性がある。今

後は調査期間を前回調査と同程度、確保することが望ましい。 
また今回の調査では、データの時系列性を担保するため、抽出方法は前回を踏襲してい

る。具体的には、大学等の事務局で調査客体毎の名簿に連番を付与し、文部科学省が無作

為に設定した番号に該当する者を調査対象者として抽出するよう依頼する形で実施した。

また調査開始とともに、対象となった大学等の事務局に対し電話にて協力依頼を実施した

うえ、期間中にはあらためて全対象事務局に対し、郵送にて督促状を送付した。さらに締

め切り 1 週間前には、その時点で回収率が低い大学等を抽出し、電話による再督促を実施

した。回答者の匿名性を確保するため、未回答者を特定しての督促ができないことから、

上記のような督促となったものの、再督促以降に全体の４分の１超を回収しており、一定

の効果はあったものと推測される。 
今後も、データの時系列性の担保や回答者の匿名性を確保するため、調査の実施方法や

督促方法等は限られると考えられるが、引き続き、本調査結果の活用方法や必要性を啓蒙・

発信していくことで、調査そのものに対する協力率を高めていくことが重要である。 
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第１章 調査項目の集計方法 

第１節 教員 

第１項 集計対象調査票 

勤務先、週数・日数・勤務時間について以下の 4 条件をすべて満たす調査票を集計対象

とした。（調査票に追加記入した記号による表記を併記） 
 

1. 平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先（本務） 

設問「2」の「平成 30 年 3 月 31 日の勤務先（本務）」が「現在と同じ」又は「他の大学

等」であり、「他の大学等」の場合、「学校名等」「学部・学科名等」に入力された勤務先が

国内の大学等となっている調査票 
 

2. 平成 29 年度の区分 

設問「13」［1］の「左記の期間の週数」の、 
「(a)学生の休暇期間以外の期間」の 

「(a1) あなたが授業を行う期間」欄（Wa1）、 
「(a2) あなたが授業を行わない期間」欄（Wa2,） 

及び 
「(b) 学生の休暇期間」欄（Wb） 

の合計が 52 週となっている調査票 
 

Wa1+ Wa2+ Wb = 52 
 

3. 平成 29 年度の区分別の 1 週間における職務を行わない日数 

設問「13」［2］の「左記の期間の平均的な一週間で職務を行わない日数」の 
(a)学生の休暇期間以外の期間の 

「(a1) あなたが授業を行う期間」欄（Da1）、 
「(a2) あなたが授業を行わない期間」欄（Da2） 

及び 
「(b) 学生の休暇期間」欄（Db） 

のそれぞれの日数が 7 以下となっている調査票 
 

Da1≦7 かつ Da2≦7 かつ Db≦7 
 

4. 平成 29 年度の各期間における職務を行う平均的な 1 日の時間数 

設問「14」の「合計職務時間」欄（Ta1,s, Ta2,s, Tb,s）のそれぞれの時間が 20 未満となって
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いる調査票 
 

Ta1,s<20 かつ Ta2,s<20 かつ Tb,s<20 
 

第２項 区分別の週数 

1. 該当結果表 

第 3 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

1 人当たりの区分別週数 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の週数 

設問「13」［1］の「左記の期間の週数」の 
(a)学生の休暇期間以外の期間の 

「(a1) あなたが授業を行う期間」欄（Wa1）、 
「(a2) あなたが授業を行わない期間」欄（Wa2） 

及び 
「(b) 学生の休暇期間」欄（Wb） 

の各週数。 
 

（注）未記入は 0 としてカウントした。 

3. 算出方法 

 
1 人当たりの区分別週数（Wpi）＝ ∑（Wi×X）／ΣX 
 
Wi：集計対象調査票（教員）の入力週数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
X：集計対象調査票（教員）のウェイト（表 1-4 参照） 
i =a1,a2,b（区分に対応） 
 

 

4. 表章桁数 

小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 
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第３項 区分別の職務日数（年間、週間） 

1. 該当結果表 

第 4 表、第 5 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別の 1 人当たりの 1 年間における職務を行う日数、1 週間における職務を行う日数 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の週数 

第２項 2.（2）（a）と同じ。 

（b） 区分別の 1 週間における職務を行わない日数 

設問「13」［2］の「左記の期間の平均的な一週間で職務を行わない日数」の 
(a)学生の休暇期間以外の期間の 

「(a1) あなたが授業を行う期間」欄（Da1）、 
「(a2) あなたが授業を行わない期間」欄（Da2） 

及び 
「(b) 学生の休暇期間」欄（Db） 

の各日数（Da1, Da2, Db）。 
 

（注）未入力は 0 としてカウントした。 

 

3. 算出方法 

各区分の 1 週間における職務を行う日数は、1 週間（7 日）から各区分の 1 週間で職務

を行わない日数（Di）を減じて算出した。各区分の週数に対応する職務を行う日数を乗じ

て、各区分の 1 年間における日数を算出した。 
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区分別、1 人当たりの 

1 週間における職務を行う日数（Dwi）＝∑（（7－Di）×X）／ΣX  
1 年間における職務を行う日数（Dyi）＝ ∑（Wi ×（7－Di）×X）／ΣX 
 

 
Wi：集計対象調査票（教員）の入力週数 
Di：集計対象調査票（教員）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
X：集計対象調査票（教員）のウェイト 
i = a1,a2,b（区分に対応） 
 

 
4. 表章桁数 

小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 
 

第４項 年間職務時間及び活動内容別割合 

1. 該当結果表 

第 7 表～第 9 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別、1 人当たりの年間における以下の時間 
 総職務時間 
 教育活動時間 
 研究活動時間 
 社会サービス活動時間（教育関連、研究関連、その他（診療活動等）） 
 その他の職務活動時間（学内事務等） 
 
1 人当たりの活動内容別の年間総職務時間 
 
活動内容別の割合 
 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の週数 

第２項 2.（2）（a）と同じ。 

（b） 区分別の 1 週間における職務を行わない日数 

第３項 2.（2）（b）と同じ。 
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（c） 区分別の平均的な 1 日の時間数 

設問「14」「平成 29 年度の各期間における職務を行う平均的な１日の時間数」の区

分別の各活動時間（（1）教育活動時間、（2）研究活動時間、社会サービス活動時間（（3）
教育関連、（4）研究関連、（5）その他（診療活動等））、（6）その他の職務活動時間（学

内事務等））（ti,j ただし、i = a1,a2,b j = 1～6）。 
 

（注 1）（ ）内の数字は、記号による表記の「j」に対応している。 

（注 2）未入力は 0 として計算した。 

 

3. 算出方法 

区分別、活動内容別の 1 人当たり年間職務時間については、各区分の「平均的な 1 日の

活動時間」に、対応する区分別の「年間における職務を行う日数」を乗じて算出した。 
 

 
区分別、活動内容別の 1 人当たり年間職務時間（tyi,j） 
 ＝ ∑（Wi ×（7－Di）× ti,j×X）／ ΣX 
活動内容別の年間総職務時間（Tyj） ＝ ∑（tya1,j ＋ tya2,j ＋ tyb,j） 
活動内容別の割合 ＝ Tyj ／（Ty1 ＋ Ty2 ＋ Ty3 ＋Ty4 ＋ Ty5 ＋ Ty6） 
 
Wi：集計対象調査票（教員）の入力週数 
Di：集計対象調査票（教員）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
ti,j：集計対象調査票（教員）の入力時間 
X：集計対象調査票（教員）のウェイト 
i = a1,a2,b（区分に対応） 
j = 1～6（活動内容に対応） 
 

 
4. 表章桁数 

小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 
 

第５項 職務を行う平均的な 1 日の活動内容別内訳 

1. 該当結果表 

第 6 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別、1 人当たりの平均的な 1 日の以下の時間 
 総職務時間 
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 教育活動時間 
 研究活動時間 
 社会サービス活動時間（教育関連、研究関連、その他（診療活動等）） 
 その他の職務活動時間（学内事務等） 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の平均的な 1 日の時間数 

第４項 2.（2）（c）と同じ。 

3. 算出方法 

 
区分別、活動内容別の職務を行う平均的な 1 日の活動内容別時間 

 ＝ Σ（ ti,j×X）／ ΣX 
 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
ti,j：集計対象調査票（教員）の入力時間 
X：集計対象調査票（教員）のウェイト 
i = a1,a2,b（区分に対応） 
j = 1～6（活動内容に対応） 
 

4. 表章桁数 

時間：分 
 

第６項 雇用上の職務の範囲 

1. 該当結果表 

第 10 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「4」の「雇用上の職務の範囲」 

3. 集計方法 

入力された職務の範囲ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第７項 本務における任期の有無 

1. 該当結果表 

第 11 表 
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2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「5」の「本務における任期の有無」の 
「本務における任期の有無」 
「任期」（E） 
 

（注）入力された任期が 20 年以上の場合は、不明とした。 

 

3. 集計方法 

選択番号及び入力期間ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、大区分としては「任期無し」「任期有り（計）」「任期有り（テニュアトラ

ック制）」「任期有り（テニュアトラック制以外）」「不明」で、「任期有り」については、期

間ごとの区分を設けた。 
 

第８項 研究時間に影響を及ぼす特殊な状況 

1. 該当結果表 

第 12 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「6」の「研究時間に影響を及ぼす特殊な状況」 

3. 集計方法 

入力された研究時間に影響を及ぼす特殊な状況ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第９項 職歴 

1. 該当結果表 

第 13 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「7」の「職歴」の 
「大学等」欄（K 1） 
「（大学等）うち外国機関」欄（K 2） 
「公的機関」欄（K 3） 
「（公的機関）うち外国機関」欄（K 4） 
「非営利団体」欄（K 5） 
「（非営利団体）うち外国機関」欄（K 6） 
「企業」欄（K 7） 
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「（企業）うち外国機関」欄（K 8） 
の各機関数 
 

（注 1）K2～K8 が未入力の場合は 0 としてカウントした。 

（注 2）全機関数の算出に当たっては、各機関数のいずれかが不明の場合は、不明とした。 

（注 3）K1～K8 の各機関数への入力が 30 以上の場合は、不明とした。 

 

3. 集計方法 

入力された機関数ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第１０項 平成 29 年度の研究資金の金額 

1. 該当結果表 

第 14 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「15」の「平成 29 年度における個人もしくは研究代表者として得た研究資金の金

額」の 
（a）「内部資金」 
（b）「外部資金」 
（c）「うち競争的資金」 
の各金額欄（Fi ただし、i = a,b,c）。 
 

（注1） Fa,Fb,Fc の各資金額への入力が 100000（万円）以上の場合は、不明とした。 

（注2） 研究資金総額の算出に当たっては、各資金額のいずれかが不明の場合は、不明とした。 

 

3. 集計方法 

選択番号及び入力金額ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、金額ごとの区分と「なし」を設け、「平均値」「中央値」「標準偏差」を算

出した。 
 

第１１項 平成 29 年度における外部研究資金の獲得に必要な業務の日数・時間数 

1. 該当結果表 

第 15 表 
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2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

1 人当たりの競争的資金等、外部研究資金獲得や獲得後の報告等のための業務手続に

費やした日数・時間・年間の総時間、及び年間の研究時間に占める割合・年間の総職務

時間に占める割合。 
 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 年間の平均的な日数・平均的な 1 日の時間 

設問 16 の「競争的資金等、外部研究資金獲得や獲得後の報告等のための業務手続

に費やしている年間の平均的な日数」「その期間における平均的な 1 日の書類作成時

間」。 

（b） 年間の研究時間・総職務時間 

第４項 2.（2）（c）と同じ。 
 

3. 算出方法 

1 人当たりの競争的資金等、外部研究資金獲得や獲得後の報告等のための業務手続に費

やした年間の総時間は「年間の平均的な日数」に「平均的な 1 日の時間」を乗じて算出し

た。 
年間の研究時間に占める割合、年間の総職務時間に占める割合は、1 人当たりの競争的

資金等、外部研究資金獲得や獲得後の報告等のための業務手続に費やした年間の総時間を

それぞれ年間の研究時間・総職務時間で除して算出した。 
 
1 人当たりの競争的資金等、外部研究資金獲得や獲得後の報告等のための業務手続に費

やした年間の総時間（Dtf）＝∑（Df ×tf×X）／ ΣX 
年間の研究時間に占める割合＝（Dtf）／Ty2 
年間の総職務時間に占める割合＝（Dtf）／（Ty1 ＋ Ty2 ＋ Ty3 ＋Ty4 ＋ Ty5 ＋ Ty6） 
 
Df：競争的資金等、外部研究資金獲得や獲得後の報告等のための業務手続に費やしてい

る年間の平均的な日数 
tf： その期間における平均的な 1 日の書類作成時間 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
X：集計対象調査票（教員）のウェイト 
Tyj：活動内容別の年間総職務時間 
j = 1～6（活動内容に対応） 
 

 

付録9



 

 

第１２項 過去 3 年間（平成 27 年 11 月 1 日～30 年 10 月 31 日）における論文成果 

1. 該当結果表 

第 16 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「17」の「過去 3 年間（平成 27 年 11 月 1 日～30 年 10 月 31 日）における論文成果」

の 
「査読付きの論文数（日本語）」 
「査読付きの論文数（外国語）」 
の各論文件数 
 

3. 集計方法 

日本語と外国語の論文数ごとに入力された対象調査票数をカウントした。 
集計区分は論文数ごとの区分を設け、「平均値」「中央値」「標準偏差」を算出した。 

 

第１３項 あなたの研究パフォーマンスに関する見解 

1. 該当結果表 

第 17 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「18」の「あなたの研究パフォーマンスに関する見解」の 
「研究人材」「研究時間」「研究環境」「研究資金」それぞれの要素の制約の程度と 
最も制約になっていると考えていることについての「1 位」「2 位」の回答入力欄 
 

（注 1）各 4 つの要素において「1 位」「2 位」の回答は、制約の程度を「非常に強い制約となっている」

「強い制約となっている」と回答された方を該当者とした。 

（注 2）設問「18」の「あなたの研究パフォーマンスに関する見解」は意見の回答であるため、重み付け

をせずに集計している。 

 
3. 集計方法 

各要素について、入力された制約の程度の回答をカウントした。「非常に強い制約とな

っている」「強い制約となっている」と回答された方の合計を「該当者」としてカウントし、

「該当者」が回答した最も制約になっていると考えていることそれぞれについて「1 位」「2
位」の回答をカウントした。 
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第２節 大学院博士課程の在籍者 

第１項 集計対象調査票 

週数・日数・活動時間について以下の 3 条件をすべて満たす調査票を集計対象とした。

（調査票に追加記入した記号による表記を併記） 
 

（1） 平成 30 年度の区分別の週数 

設問「11」［1］の「左記の期間の週数」の 
「(a) 在籍大学の授業期間」（Wa） 
「(b) 在籍大学の授業期間以外」（Wb） 
の合計が 52 週となっている調査票 
 

Wa + Wb = 52 
 

（2） 平成 30 年度の区分別の大学院博士課程の在籍者としての活動を行わない日数 

設問「11」［2］の「左記の期間の平均的な一週間で大学院博士課程の在籍者としての

活動を行わない日数」の 
「(a) 在籍大学の授業期間」（Da） 
「(b) 在籍大学の授業期間以外」（Db） 
のそれぞれの日数が 7 以下となっている調査票 
 

Da≦7 かつ Db≦7 
 

（3） 平成 30 年度の各期間における研究活動及び労働を行う平均的な 1 日の時間数 

設問「12」の「研究活動及び労働の合計時間」欄（Ta,s, Tb,s）のそれぞれの時間が 20 未

満となっている調査票 
 

Ta,s<20 かつ Tb,s<20 
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第２項 区分別の週数 

1. 該当結果表 

第 3 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

1 人当たりの区分別週数 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の週数 

設問「11」［1］の「左記の期間の週数」の 
「(a) 在籍大学の授業期間」（Wa） 
「(b) 在籍大学の授業期間以外」（Wb） 
 

（注）未入力は 0 としてカウントした。 

3. 算出方法 

 
1 人当たりの区分別週数（Wpi）＝ ∑（Wi×X）／ΣX 
 
Wi：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）の入力週数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
X：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）のウェイト（表 1-5 参照） 
i =a,b（区分に対応） 
 

 

4. 表章桁数 

小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 
 

第３項 区分別の研究活動日数（年間、週間） 

1. 該当結果表 

第 4 表、第 5 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別、1 人当たりの 
1 年間における大学院博士課程の在籍者としての活動を行う日数 
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1 週間における大学院博士課程の在籍者としての活動を行う日数 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の週数 

第２項 2.（2）（a）と同じ。 

（b） 区分別の 1 週間における大学院博士課程の在籍者としての活動を行わない日

数 

設問「11」［2］の「左記の期間の平均的な一週間で大学院博士課程の在籍者として

の活動を行わない日数」の 
「(a) 在籍大学の授業期間」（Da） 
「(b) 在籍大学の授業期間以外」（Db） 
 

（注）未入力は 0 としてカウントした。 

3. 算出方法 

各区分の 1 週間における職務を行う日数は、1 週間（7 日）から各区分の 1 週間で職務

を行わない日数（Di）を減じて算出した。各区分の週数に、対応する大学院博士課程の在

籍者としての活動を行う日数を乗じて、各区分の 1 年間における日数を算出した。 
 

 
区分別、1 人当たりの 

1 週間における大学院博士課程の在籍者としての活動を行う日数（Dwi） 
 ＝ ∑（（7－Di）×X）／ΣX 
1 年間における大学院博士課程の在籍者としての活動を行う日数（Dyi） 

＝ ∑（Wi ×（7－Di）×X）／ΣX 
 

 
Wi：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）の入力週数 
Di：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
X：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）のウェイト 
i = a, b（区分に対応） 
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第４項 年間総活動時間及び活動内容別割合 

1. 該当結果表 

第 7 表～第 9 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別、1 人当たりの年間における以下の時間 
 「総活動時間」 
 研究活動のうち 

「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 

 「研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動」 
 「左記に含まれない、学外で行っている労働」 
 
1 人当たりの活動内容別の年間総活動時間 
活動内容別の割合 
 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の週数 

第２項 2.（2）（a）と同じ。 

（b） 区分別の 1 週間における大学院博士課程の在籍者としての活動を行わない日

数 

第３項 2.（2）（b）と同じ。 

（c） 区分別の平均的な 1 日の時間数 

設問「12」「平成 30 年度の各期間における研究活動及び労働を行う平均的な１日の

時間数」の区分別の 
（1）「あなたの論文作成を目的とした研究活動」、 
（2）「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」、 
（3）「研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動」 
（4）「左記に含まれない、学外で行っている労働」 
の各時間（ti,j ただし、i = a, b j = 1～4） 

 

（注 1）（ ）内の数字は、記号による表記の「j」に対応している。 

（注 2）未入力は 0 として計算した。 
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3. 算出方法 

区分別、活動内容別の 1 人当たり年間活動時間については、各区分の「平均的な 1 日の

活動時間」に、対応する区分別の「年間における研究活動及び労働を行う日数」を乗じて

算出した。 
 
 

区分別、活動内容別の 1 人当たり年間活動時間（tyi,j） 
 ＝∑（Wi ×（7－Di）× ti,j）×X）／ ΣX 
活動内容別の年間総活動時間（Tyj） ＝ ∑（tya,j＋ tyb,j） 
活動内容別の割合 ＝ Tyj ／（Ty1 ＋ Ty2 ＋ Ty3 ＋Ty4） 
 
Wi：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）の入力週数 
Di：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
ti,j：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）の入力時間 
X：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）のウェイト 
i = a, b（区分に対応） 
j = 1～4（活動内容に対応） 
 
 

4. 表章桁数 

小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 
 

第５項 研究活動及び労働を行う平均的な 1 日の活動内容別内訳 

1. 該当結果表 

第 6 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別、1 人当たりの平均的な 1 日の以下の時間 
 総活動時間、 
 研究活動のうち 

「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 

 「研究活動以外の大学院博士課程の在籍者としての活動」 
 「左記に含まれない、学外で行っている労働」 
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（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 区分別の平均的な 1 日の時間数 

第４項 2.（2）（c）と同じ。 

3. 算出方法 

 
区分別、活動内容別の研究活動及び労働を行う平均的な 1 日の活動内容別時間 

  ＝ Σ（ ti,j×X）／ ΣX 
 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
ti,j：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）の入力時間 
X：集計対象調査票（大学院博士課程の在籍者）のウェイト 
i = a,b（区分に対応） 
j = 1～4（活動内容に対応） 
 

 

4. 表章桁数 

時間：分 
 

第６項 在籍大学との雇用関係の種類 

1. 該当結果表 

第 10 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「7」の「在籍大学との雇用関係」 
 

3. 集計方法 

入力された在籍大学との雇用関係ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第７項 社会人経験の有無 

1. 該当結果表 

第 11 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「8」の「社会人経験の有無」 
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3. 集計方法 

入力された社会人経験ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第８項 職業の状況 

1. 該当結果表 

第 12 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「9」の「職業の状況」 
 

3. 集計方法 

入力された職業の状況ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第９項 貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料免除の

状況 

1. 該当結果表 

第 13 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「10」の「貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料

免除の状況」 
 

3. 集計方法 

入力された貸与・給付を受けている奨学金・研究奨励金又は在籍大学による授業料免除

の状況ごとに対象調査票数をカウントした。 
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第３節 医局員 

第１項 集計対象調査票 

勤務先、日数・勤務時間について以下の 3 条件をすべて満たす調査票を集計対象とした。

（調査票に追加記入した記号による表記を併記） 
 

（1） 平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先（本務） 

設問「2」の「平成 30 年 3 月 31 日の勤務先（本務）」が「現在と同じ」又は「他の大

学等」であり、「他の大学等」の場合、「学校名等」「学部・学科名等」に入力された勤

務先が国内の大学等となっている調査票 
 

（2） 平成 29 年度の 1 週間あたりの職務を行わない日数 

設問「14」の「平均的な一週間で職務を行わない日数」欄（D）の日数が 7 以下とな

っている調査票 
D≦7 

 

（3） 平成 29 年度の職務を行う平均的な 1 日の時間数 

設問「15」の「合計職務時間」欄（Ts）の時間が 20 未満となっている調査票 
 

Ts<20 
 

第２項 1 週間における研究活動を行う日数 

1. 該当結果表 

第 3 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

1 人当たりの 1 週間における 
職務を行う日数、 
職務を行わない日数 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 1 週間における職務を行わない日数 

設問「14」の「平均的な一週間で職務を行わない日数」欄（D） 
 

付録18



 

 

（注）未入力は 0 としてカウントした。 

3. 算出方法 

 
1 人当たりの 1 週間おける職務を行う日数（Dp） ＝ ∑（7 － D） ／ N 
 
D：集計対象調査票（医局員）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
N：集計対象調査票（医局員）の数 
 

 

4. 表章桁数 

小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 
 

第３項 平均的な 1 週間における活動時間及び活動内容別割合 

1. 該当結果表 

第 4 表～第 6 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

1 人当たりの 1 週間における以下の時間 
 総職務時間 
 研究活動のうち 

「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 

 社会サービス活動のうち 
「医療関連」 
「教育関連」 
「研究関連」 
「その他」 

 「その他の職務活動（学内事務等）」 
 
活動内容別の割合 
 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 1 週間における職務を行わない日数 

第２項 2.（2）（a）と同じ。 
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（b） 平均的な 1 日の時間数 

設問「15」「平成 29 年度における職務活動を行う平均的な１日の時間数」の 
（1）「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
（2）「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 
（3）「医療関連」 
（4）「教育関連」 
（5）「研究関連」 
（6）「その他」 
（7）「その他の職務活動（学内事務等）」 
の各時間（tj ただし、j = 1～7） 

 

（注 1）（ ）内の数字は、記号による表記の「j」に対応している。 

（注 2）未入力は 0 として計算した。 

3. 算出方法 

活動内容別の 1 人当たりの 1 週間における活動時間については、「平均的な 1 日の時間

数」に「職務を行う日数」を乗じて算出した。 
 

 
活動内容別の 1 人当たり 1 週間の活動時間 

（Twj） ＝ ∑（（7－D）× tj）／ N 
活動内容別の割合 ＝ Twj ／（Tw1 ＋ Tw2 ＋ Tw3 ＋Tw4 ＋ Tw5 ＋ Tw6 ＋ Tw7） 
 
D：集計対象調査票（医局員）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
tj：集計対象調査票（医局員）の入力時間 
N：集計対象調査票（医局員）の数 
j = 1～7（活動内容に対応） 
 

 

4. 表章桁数 

時間：分 
割合は、小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 

第４項 職務を行う平均的な 1 日の活動内容別内訳 

1. 該当結果表 

第 3 表 
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2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別、1 人当たりの平均的な 1 日の以下の時間 
 総職務時間（「研究活動、社会サービス活動、その他の職務活動（学内事務等）

の合計時間」） 
 研究活動のうち 

「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 

 社会サービス活動のうち 
「医療関連」 
「教育関連」 
「研究関連」 
「その他」 

 「その他の職務活動（学内事務等）」 
 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 1 週間における職務を行わない日数 

第２項 2.（2）（a）と同じ。 

（b） 平均的な 1 日の時間数 

第３項 2.（2）（b）と同じ。 

3. 算出方法 

 

4. 表章桁数 

時間：分 
 

 
活動内容別の研究活動を行う平均的な 1 日の活動内容別時間 
   ＝ Σ（ tj）／ N 
 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
tj：集計対象調査票（医局員）の入力記入時間 
N：集計対象調査票（医局員）の数 
j = 1～7（活動内容に対応） 
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第５項 研究者としての状況 

1. 該当結果表 

第 7 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「3」の「研究者としての状況」の 
「大学院博士（後期）課程在籍中」 
「ポストドクター」 
「いずれにも該当しない」 
 

3. 集計方法 

入力された研究者としての状況ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第６項 本務における任期の有無 

1. 該当結果表 

第 8 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「5」の「本務における任期の有無」の 
「本務における任期の有無」 
「任期」（E） 
 

（注）入力された任期が 20 年以上の場合は、不明とした。 

 

3. 集計方法 

選択番号及び入力期間ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、大区分としては「任期無し」「任期有り」「無回答」で、「任期有り」につ

いては、期間ごとの区分を設けた。 
 

第７項 雇用形態 

1. 該当結果表 

第 9 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「6」の「雇用形態」 
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3. 集計方法 

入力された雇用形態ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第８項 兼務の状況 

1. 該当結果表 

第 10 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「7」の「兼務の状況」 

3. 集計方法 

入力された兼務の状況ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、大区分としては「学外での兼務無し」「学外での兼務有り」で、「学外での

兼務有り」については、状況ごとの区分を設けた。 
 

第９項 職歴 

1. 該当結果表 

第 11 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「8」の「職歴」の 
「大学等」欄（K 1） 
「（大学等）うち外国機関」（K 2） 
「公的機関」（K 3） 
「（公的機関）うち外国機関」（K 4） 
「非営利団体」（K 5） 
「（非営利団体）うち外国機関」（K 6） 
「企業」（K 7） 
「（企業）うち外国機関」（K 8） 
の各機関数 
データの処理方法については、第１節第９項 2 と同じ。 
 

3. 集計方法 

入力された機関数ごとに対象調査票数をカウントした。 
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第１０項 平成 29 年度の研究資金の金額 

1. 該当結果表 

第 12 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「16」の「平成 29 年度における個人又は研究代表者として得た研究資金の金額」

の 
（a）「内部資金」、 
（b）「外部資金」、 
（c）「うち競争的資金」 
の各金額欄（Fi ただし、i = a,b,c） 
データの処理方法については、第１節第１０項 2 と同じ。 
 

3. 集計方法 

選択番号及び入力金額ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、金額ごとの区分と「なし」を設け、「平均値」「中央値」「標準偏差」を算

出した。 
 

第４節 その他の研究員 

第１項 集計対象調査票 

勤務先、日数・勤務時間について以下の 3 条件をすべて満たす調査票を集計対象とした。

（調査票に追加記入した記号による表記を併記） 
 

（1） 平成 30 年 3 月 31 日時点の勤務先（本務） 

設問「2」の「平成 30 年 3 月 31 日の勤務先（本務）」が「現在と同じ」又は「他の大

学等」であり、「他の大学等」の場合、「学校名等」「学部・学科名等」に入力された勤

務先が国内の大学等となっている調査票 
 

（2） 平成 29 年度の 1 週間あたりの職務を行わない日数 

設問「14」の「平均的な一週間で職務を行わない日数」欄（D）の日数が 7 以下とな

っている調査票 
D≦7 

 

付録24



 

 

（3） 平成 29 年度の職務を行う平均的な 1 日の時間数 

設問「15」の「合計職務時間」欄（Ts）の時間が 20 未満となっている調査票 
 

Ts<20 
 

第２項 1 週間における研究活動を行う日数 

1. 該当結果表 

第 3 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

1 人当たりの 1 週間における 
職務を行う日数、 
職務を行わない日数 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 1 週間における職務を行わない日数 

設問「14」の「平均的な一週間で職務を行わない日数」欄（D） 
 

（注）未入力は 0 としてカウントした。 

3. 算出方法 

 
1 人当たりの 1 週間おける職務を行う日数（Dp） ＝ ∑（（7 － D）×X） ／ ΣX 
 
D：集計対象調査票（その他の研究員）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
X：集計対象調査票（その他の研究員）のウェイト（表 1-7 参照） 
 

 

4. 表章桁数 

小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 
 

第３項 平均的な 1 週間における活動時間及び活動内容別割合 

1. 該当結果表 

第 4 表～第 6 表 
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2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

1 人当たりの 1 週間における以下の時間 
 総職務時間 
 研究活動のうち 

「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 

 社会サービス活動のうち 
「医療関連」 
「教育関連」 
「研究関連」 
「その他」 

 「その他の職務活動（学内事務等）」 
 
活動内容別の割合 
 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 1 週間における職務を行わない日数 

第３節第２項 2.（2）（a）と同じ。 

（b） 平均的な 1 日の時間数 

設問「15」「平成 29 年度における職務活動を行う平均的な１日の時間数」の 
（1）「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
（2）「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 
（3）「医療関連」 
（4）「教育関連」 
（5）「研究関連」 
（6）「その他」 
（7）「その他の職務活動（学内事務等）」 
の各時間（tj ただし、j = 1～7） 

 

（注 1）（ ）内の数字は、記号による表記の「j」に対応している。 

（注 2）未入力は 0 として計算した。 

3. 算出方法 

活動内容別の 1 人当たりの 1 週間における活動時間については、「平均的な 1 日の時間

数」に「職務を行う日数」を乗じて算出した。 
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活動内容別の 1 人当たり 1 週間の活動時間 

（Twj） ＝ ∑（（7－D）× tj×X）／ ΣX 
活動内容別の割合 ＝ Twj ／（Tw1 ＋ Tw2 ＋ Tw3 ＋Tw4 ＋ Tw5 ＋ Tw6 ＋ Tw7） 
 
D：集計対象調査票（その他の研究員）の入力日数 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
tj：集計対象調査票（その他の研究員）の入力時間 
X：集計対象調査票（その他の研究員）のウェイト 
j = 1～7（活動内容に対応） 
 

 

4. 表章桁数 

時間：分 
割合は、小数点第 1 位まで表章（小数点第 2 位を四捨五入） 

第４項 職務を行う平均的な 1 日の活動内容別内訳 

1. 該当結果表 

第 3 表 

2. 算出項目及び集計対象欄 

（1） 算出項目 

区分別、1 人当たりの平均的な 1 日の以下の時間 
 総職務時間（「研究活動、社会サービス活動、その他の職務活動（学内事務等）

の合計時間」） 
 研究活動のうち 

「あなたの論文作成を目的とした研究活動」 
「あなたの論文作成以外を目的とした研究活動」 

 社会サービス活動のうち 
「医療関連」 
「教育関連」 
「研究関連」 
「その他」 

 「その他の職務活動（学内事務等）」 
 

（2） 集計対象欄及びデータの処理方法 

（a） 1 週間における職務を行わない日数 

第３節第２項 2.（2）（a）と同じ。 
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（b） 平均的な 1 日の時間数 

第３節第３項 2.（2）（b）と同じ。 

3. 算出方法 

 

4. 表章桁数 

時間：分 
 

第５項 研究者としての状況 

1. 該当結果表 

第 7 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「3」の「研究者としての状況」の 
「大学院博士（後期）課程在籍中」 
「ポストドクター」 
「いずれにも該当しない」 
 

3. 集計方法 

入力された研究者としての状況ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第６項 本務における任期の有無 

1. 該当結果表 

第 8 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「5」の「本務における任期の有無」の 
「本務における任期の有無」 

 
活動内容別の研究活動を行う平均的な 1 日の活動内容別時間 
   ＝ Σ（ tj×X）／ ΣX 
 
∑：集計対象調査票における対象変数の和 
tj：集計対象調査票（その他の研究員）の入力記入時間 
X：集計対象調査票（その他の研究員）のウェイト 
j = 1～7（活動内容に対応） 
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「任期」（E） 
 

（注）入力された任期が 20 年以上の場合は、不明とした。 

 

3. 集計方法 

選択番号及び入力期間ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、大区分としては「任期無し」「任期有り」「無回答」で、「任期有り」につ

いては、期間ごとの区分を設けた。 
 

第７項 雇用形態 

1. 該当結果表 

第 9 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「6」の「雇用形態」 

3. 集計方法 

入力された雇用形態ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第８項 兼務の状況 

1. 該当結果表 

第 10 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「7」の「兼務の状況」 

3. 集計方法 

入力された兼務の状況ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、大区分としては「学外での兼務無し」「学外での兼務有り」で、「学外での

兼務有り」については、状況ごとの区分を設けた。 
 

第９項 職歴 

1. 該当結果表 

第 11 表 
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2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「8」の「職歴」の 
「大学等」欄（K 1） 
「（大学等）うち外国機関」（K 2） 
「公的機関」（K 3） 
「（公的機関）うち外国機関」（K 4） 
「非営利団体」（K 5） 
「（非営利団体）うち外国機関」（K 6） 
「企業」（K 7） 
「（企業）うち外国機関」（K 8） 
の各機関数 
データの処理方法については、第１節第９項 2 と同じ。 
 

3. 集計方法 

入力された機関数ごとに対象調査票数をカウントした。 
 

第１０項 平成 29 年度の研究資金の金額 

1. 該当結果表 

第 12 表 

2. 集計対象欄及びデータの処理方法 

設問「16」の「平成 29 年度における個人又は研究代表者として得た研究資金の金額」

の 
（a）「内部資金」、 
（b）「外部資金」、 
（c）「うち競争的資金」 
の各金額欄（Fi ただし、i = a,b,c） 
データの処理方法については、第１節第１０項 2 と同じ。 
 

3. 集計方法 

選択番号及び入力金額ごとに対象調査票数をカウントした。 
集計区分は、金額ごとの区分と「なし」を設け、「平均値」「中央値」「標準偏差」を算出し

た。 
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第２章 調査資料 

 

1. 教員用 

（1） 調査票 

（2） 調査票記入の手引き 

2. 大学院博士課程の在籍者用 

（1） 調査票 

（2） 調査票記入の手引き 

3. 医局員用 

（1） 調査票 

（2） 調査票記入の手引き 

4. その他の研究員用 

（1） 調査票 

（2） 調査票記入の手引き 

5. 共通 

（1） 専門分野一覧 
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「x」は、１又は２である集計対象客体に関する数値で、これをそのまま掲げると個々の報告者の秘密が

漏れるおそれがあるため、数値を秘匿した箇所である。また、３以上の集計対象客体に関する数値であ
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